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はしがき

東大阪市が昭和42年に発足しまして、ちょうど20周年を迎えました。この間、

市内に所在する埋蔵文化財包蔵地の数には、年々増加の一途をたどり、調査の

度ごとに個々の遺跡の範囲が広がると共に、河内平野に所在した遺跡群の実態

も詳しくわかってまいりました。

こうした調査のきっかけの大半は、本市が衛星都市としての性格をかかえる

中で進められてきた住宅建設の他土木建築工事に伴うもので、遺跡範囲の拡大

も相まって、遺跡内での工事届出件数は、近年一層の増加をたどっております。

昭和62年度におきましては、既に 396件の届出と調査依頼があり、遺跡の調

査保存について協議を進めてきましたが、この内、本年度は国庫及び府費の補

助を受けた「埋蔵文化財緊急発掘調査事業」の対象として、生駒山麓の花草山

23 • 24号墳と出雲井遺跡の 2件の発掘調査を実施いたしました。

出雲井遺跡の調査では、若干の出土遺物を検出したにとどまりましたが、花

草山23• 24号墳は、新たに発見した古墳で、調査により比較的狭長な小型の横

穴式石室の下半部が遺存し、埋葬状況を知ることが出来ました。

調査の実施あるいは報告書の作成にあたってご協力を受けました関係各位に

は、心よりお礼を申し上げますと共に、本書が広く活用されることを願うもの

であります。

昭和63年3月

東大阪市教育委員会

教育長木 寺 宏



• ． 
例 言

1.本書は、東大阪市教育委員会が昭和62年度に国庫ならびに府費の補助を受け、発掘調査

を実施した花草山23• 24号墳及び出雲井遺跡第4次発掘調査報告書である。

2.各遺跡の現場調査期間は、次のとおりである。

花草山23• 24号墳発掘調査

出雲井遺跡第4次発掘調査

昭和62年5月6日～6月23日

昭和62年7月28日～8月4日

3.調査関係者及び調査担当者は、次のとおりである。

社会教育部参事

文化財課主査

寺澤

原田

勝

修・富山三郎

同

同

同

同

課

課

課

課

主任 下村晴文

福永信雄

芋本隆裕（出雲井遺跡第4次調査担当）

吉村博恵（花草山23• 24号墳調査担当）

4.本書の執筆は、それぞれの担当者があたり、文責は本文目次に明記した。

5.花草山23号墳出土の人骨の筵定は、大阪市立大学医学部解剖学第2講座、多賀谷昭氏の

ご協力をいただき、原稿を賜った。また動物遺体については同講座、安部みき子氏より

教示を得た。

6.調査における土色・色調は、農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色

票監修の『新版標準土色帳』にもとづき、記号の表示もそれに従った。

．． ＇ 7.現場調査の実施にあたっては、下記の方々のご協力をいただいた。明記してお礼を申し

上げます。（順不同、敬称略）

日昭興産株式会社、西尾建築設計事務所、今村建郎、旭化成ホームズ株式会社
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はじめに

東大阪市は、地形的にみると河内平野部、生駒山地山麓部・山岳部の3つに大別される。平

野部には、弥生時代以降の遺跡、山麓部には旧石器時代から中世にいたる遺跡、山岳部には古

墳や平安時代以降の山岳寺院などが存在している。これら周知の遺跡（埋蔵文化財包蔵地）は

現在 124ケ所の存在を確認しているが、特に居住域として最適な山麓部に分布密度が混いのが

特徴である。

昭和62年度における市域の埋蔵文化財包蔵地（以下、遺跡という）での土木、建設工事は過

去最高であった。これらの工事は市域全体で行なわれている。特に従前あまり開発のなかった

山岳部にも宅地開発が目立ちつつある。文化財保護法第57条の2• 3に基づく届出、通知件数

は、 396件（昭和63年2月末現在）で、去年 (311件）と比べて85件増加している。この原因

は、内需拡大政策の浸透による住宅建設等や相続税対策による共同住宅建設の増加などが考え

られる。

発掘届 (356件）、通知 (40件）に基づく指示の内訳は、発掘調査 236件、立合調査 149件、

慎重工事11件である。個々については、別表の市域調査一覧表を参照されたい。届出の工事別

内訳は、住宅建設 292件、工場、倉庫建設26件、ビル事務所建設21件、下水道、河川工事17件、

道路敷設、改良工事1件、水道管埋設工事16件、電気工事2件、ガス、電話工事 1件、校舎建

設6件、その他13件である。

本市においては、遺跡外であっても工事中に新たな遺跡の不時発見となることを極力避ける

ため、開発協議に係る 500d以上の開発に対しては、工事場所、建造物の掘削深度、建築面積

を考慮の上、必要と思われる場合には、試掘依頼書の提出を求めて、調査を実施するよう指導

している。また、不動産の売買や開発に先立って遺跡内、外を問わず試掘調査依頼を受けて調

査を実施する事が増加してきている。特に遺跡内の開発に先立って試掘調査を実施した後、そ

の結果を基に埋蔵文化財に影響を及ばさないよう開発計画を決定するケースが多くなりつつあ

る。これらの試掘依頼（別表中、※印の分）は、 2月末現在60件である。試掘依頼を受けて実

施した調査では、市尻遺跡 (No.238)の発見や、周知していた遺跡の範囲がさらに広がること

が判明している。

指示に基づき行なった発掘調査や立合調査あるいは試掘依頼を受けて実施した調査などで、

埋蔵文化財を検出した場合、努めて盛土や基礎掘削の深さなどの設計変更を指導しているが、

工事の関係で止むを得ずいわゆる発掘調査となったものが22件あった。この件数も過去最高で

あるが、届出や通知の増加に比例していることは明らかである。

今回報告する国および府費の補助を得て実施した出雲井遺跡 CNo. 149)、花草山23• 24号墳

の調査もこのうちの2件である。個々の調査については、報文によられたいが、東大阪の原始・

古代を知る上で多くの資料を得ることができた。
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第 1章調査に至る経過

東大阪市の東部は標高600~40Qmの山々が連なる生駒山地が南北に走り、奈良県と境を接っ

している。その山頂付近から山麓部に亘る地域には旧石器時代から近世に至る数多くの遺跡が

点在しており、人々が古くから住み続けていたことを物語っている。旧石器時代の遺跡として

は標高約80m前後に位置する芝坊主山、正興寺山、山畑遺跡があり、ナイフプレイドを採取し

ている。縄文時代になると有舌尖頭器を表採した草創期の草香山遺跡、早期の押型文土器が出

土した日下、神並遺跡がある。とくに神並遺跡では第11次調査で集石土坑などを確認している。

前期では鬼虎川遺跡において北白川下層の土器と当時の海岸線を検出し、中期は善根寺、日下、

鬼虎川遺跡で少量の土器が出土しているだけである。後期以降になると遺跡は増え、日下、芝

ヶ丘、鬼塚、縄手、馬場川遺跡などがあり、多量の遺物・遺構を検出している。これまで日下

遺跡では33体におよぶ晩期の人骨一土壊墓ーが出土している。弥生時代になると遺跡は平野部

へ移行し、鬼虎川、瓜生堂、山賀遺跡などがある。鬼虎川遺跡では前期から中期にかけての貝

塚、中期の環濠・方形周溝墓などを確認しており、かなり大きな集落を形成していたと考えら

れる。古墳時代には西岩田、山賀遺跡などで前期の集落がみられるが、この時期の古墳は認め

られていない。ただ、石切細箭神社に銅鏡、環頭大刀、碧玉製品が保管されており、前期古墳

の存在を示唆するものと言われている。後期以降は芝ケ丘、神並、鬼塚、市尻、西ノロ遺跡な

どで掘立柱建物群が見られ、山麓部を中心に数多くの古墳が築造されている。 50~30mを測る

縣箪山古墳、芝山古墳などもあるが、ほとんどは10~20m前後の小古墳であり、山畑古墳群、

出雲井古墳群、花草山古墳群などの群集墳を形成している。奈良時代以降中世に亘る遺跡とし

ては神並、西ノ辻、水走、若江遺跡などがある。神並遺跡は「神並庄」としての庄園との関り、

水走遺跡は環濠をもつ集落遺跡であり水走氏の開発ー「水走文書」ーとの関係、若江遺跡は河

内の守護所としての若江城の存在など文献史料を裏付ける資料を検出している。

1．花草山23• 24号墳 発掘調査は、昭和62年3月10~18日に行われた、住宅建設に先立

つ試掘調査を受けて実施したものである。試掘調査では 4ケ所 (A~D地区）のトレンチを設

定して調査した。その結果、 A、B、Dトレンチでは数点の土器片が出土したのみであったが、

Cトレンチにおいては大甕、杯などの須恵器片とともに石室を検出し、古墳の存在を確認した。

それにより、本古墳を花草山23号墳と名付け、石室部分を中心に調査を実施した。調査の進展

とともに、 23号墳の東南方向に敷石遺構 (24号墳）を検出した。調査は昭和62年5月6日から

6月23日まで実施した。

2.出雲井遺跡第 4次調査 調査は第 3次調査地の西約50mの地点で、個人住宅の建設が

計画されたのに伴って実施した。住宅予定地は棚田状の平坦地であるが、第 3次調査の際に棚

田の下に埋れた古墳が知られたこと、試掘調査のときに地山の高まりを検出し、古墳の盛土で

ある可能性が否定しきれなかったこと、中世末～近世初めの土器片が少量ながらも出土したこ

となどから調査を実施するに至った。調査は昭和62年7月28日から 8月4日まで実施した。
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]．鬼虎川遺跡 2植附遺跡 3．神並遺跡 4．正興寺山遺跡 5．神並古墳群 6．西ノ辻遺跡 7．若出せ：墳群

8顧田山古墳群 9．額田寺跡 10．鬼塚遺跡 11．みかん山古墳群 12．豊浦谷古墳群 13．出雲井遺跡 4．鵜fr遺跡

15孤塚遺跡 16．神津欺祭祀遺跡 17.皿池遺跡 18．五条古墳 19河内寺跡 20．客坊山税寺 21．五条山古墳群

22．客坊山古墳群 23．山畑古墳群 24.市尻遺跡 25.,瓜箪山古墳 26．山畑遺跡 27．五合田遺跡 28．花草山古墳群

29.北鳥池遺跡 30．縄手遺跡 31．上六万寺遺跡 32. Ji'I訓古th群 33．段上遺蹄 34．下六万寺遺跡 35船山遺跡

36．若滝山遺跡 37．往生院金堂跡

第1図遺跡周辺図 (l/20000) 
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第 2章花草山23• 24号墳発掘調査

1.遺跡の概要

花草山古墳群は東大阪市上四条町に分布する古墳時代後期の群集墳である。北には花草谷を

境として東大阪市最大の群集墳・山畑古墳群、南には鳴川谷を界として五里山古墳群が隣接し

ている。古墳群は標高 140mの尾根上より60mの扇状地域の間に24基の古墳を確認しており、

その分布状態などから 3支群より構成されていると考えられる。南の第 1支群は標高 120mに

ある 1号墳から大池公園の東に位罹する 8号墳へと続いている。第2支群は標高 140mにあっ

た9号墳から13号墳へと続く。そして14号墳から標高 lOOmにある20号墳に至る 7基よりなる

第3支群とに分かれている。今回報告する23• 24号墳は13号墳の東20mに位置し、第 2支群に

存することになる。

24基のうち完存するのは 4基のみで、 7基は半壊状態であり、 14基は消滅している。古墳の

ほとんどは石室を伴い、 8~15mの円墳または方墳で構成されている。これまで、本古墳群の

本格的な調査はなく、『河内四條史」などに一部紹介されているだけである。完存する 4基の

うち15号墳は横穴式石室をもつ径15m、高さ 3mの円墳である。石室は幅1.9m以上、長さ4.2

mの玄室、幅1,7m、長さ4.0mの羨道を有する左片袖式で、羨道部に宝暦13年 (1763)の銘を

もつ経塚として使用された石塔があることから、経塚古墳と呼ばれている。 16号墳は鉢伏古墳

とも称される東西・南北13m、高さ3.5mの方墳または円墳であり、玄室の奥壁幅1.9m、長さ

4.9m、羨道幅1.7m、長さ3.9mの横穴式石室を有している。このように現存する古墳は少な

く、各古墳の築造時期を知る明確な資料も乏しく、本古墳群の形成期間を限定することは難しい。

註I11 荻1:l1fl{1次•藤井直正編 「考古賓料」 r河内四條史 第二冊 史料編I』 1977年

第2図古J-rt分布Iii(I /;,000) 
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第 3図附位図 (1) (1 /40) 

2.層位

調査地は近年まで水田であり、周辺部を含め12~5m幅の不定形の棚田が形成されていた。

調査時には荒地となっていて、耕土は東南地域で確認したのみであった。

第1層 オリーブ黒色粘質土(7.5Y3/2)耕土。

第2層橙色粘質土 (7.5YR6/8) 細粒砂を含み、下部灰褐色土 (7.5YR5/2)混る。

第3層黄橙色粘質土 ClOYR 7/8) 細・中粒砂を多く含み、土師器、瓦器、黒色土器、

須恵器などの小片多く出土。

第10層 明黄褐色砂礫土 (2.5Y6/6) 石塊を多く含む。

第11層 暗オリープ色砂礫土(7.5 Y 4/3) 

第12層 明黄褐色砂礫土 (2.5Y6/8) 

第4• 5層は23号墳に伴う盛土で、第 6~8層は同墳の墓壊内の埋土であり、 23号墳の墳丘

の項で詳述する。

3.上層の遺構と遺物

調査地の南部分では近世以降の水田形成に伴う石組列、西北部分では土留めに伴うと考えら

れる近代以降の石群を検出した。石群内からは須恵器大甕片、黒色土器1、青磁碗2、瓦器椀
Ill 

3、土師器片、石器7とともにウマの歯、イノシシまたはプタの骨などの動物遺体が出土した。

石群の石は砕礫がほとんどであったが、 23号墳の天井石や側壁の石も利用されていた。

石群内遺物 (1~3•7)

黒色土器（ 1) 復元口径15cmを測る椀。口縁端部は回転のヨコナデにより引き出しやや尖ら

せておさめ、端部内面に沈線を施している。内面には緻密なミガキが見られるが、外面は磨滅

が著しく不明。

青磁碗（ 2) 体部はゆるやかに内弯しながら外上方に立ち上がり、口縁端部をやや丸くおさ

＼ 

＼ 

ニ—第4図 包含層内出土遺物 (1/40) 
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めている。体部外面には少し細身の蓮弁文様が見られ、 l.2~0. 5mmの釉を全面に施しており、

磁胎は灰白色を呈する。龍泉窯。

瓦器椀（ 3) 断面三角形のやや高い高台を有し、体部はゆるやかに内弯しながら外上方に立

ち上がる。体部外面はユビオサ工ののち粗いヘラミガキが施されているが、内面は磨滅が著し

く調整不明。

磨製石斧(7) 蛇紋岩製の扁平刃石斧。頂部幅2.5cm、刃部幅4.5cmの裾広がりで、横断面は

ふくらみをもつ長方形を呈す。全面、丁寧に研磨されており、頂部は敲打による裂痕、刃部は

使用による剥離と磨耗が見られる。

第 3 層内遺物 (4•5•6)

須恵器杯身(4) たちあがりは内傾して短かく立ち、端部を尖くつまみあげている。受部は

やや外上方にのび、先端部を丸く仕上げている。底部はやや扁平で、器高は高くない。底部外

面 2/3は左まわりのロクロによる回転ヘラケズリ調整している。

白磁碗(5) 体部はゆるやかに内弯しながら外上方へ立ち上がる。口縁部はやや幅広の玉縁

状を呈し、端部を丸くおさめている。釉は0.3~0.5mmと薄く全面に施されており、磁胎は灰白

色である。

円盤形瓦製品（6) 径3cm、厚さ 1cmのやや隅丸方形に近い円形を呈する。いぶし瓦を使用

し、周縁部はやや細かく打ち欠いたのら削って整形している。いづれの面も磨滅が著しく、 1 

面の一部は欠損している。

註（1) 安部みき子氏（大阪市立大学医学部解剖学第 2講座）より教示を得た。

4.第23号墳

a.墳丘と墓珊

墳丘は後世の削平などにより、その遺存状態は極めて悪い。西は現代の水田に伴う石垣、北

西側は近代以降の土留め工事により、石室付近まで削り取られていて、盛土はまったく確認す

ることができなかった。また、調査地が近年まで水田であったことから、上部はほとんど削平

されて平坦になっていた。近世初期の整地層である第 3層を取り除くと、古墳築造前の層ー石

0 ,1• 
~" IWI Om \.....,. ・---•-- ---- --- -•-----• 0 9 

O.P. 
85,00 Om 

I I l 1 9l 
l l 

南西断面

南東断面

第6図層位図 (2) (1/40) 

二封I:

雪墓墳内埋土

］． オリー ・1.'.I¥色帖’i'[I: 17.5Y3/2l 7. にぶしヽ債色 tJ•t'I~ l: 1 2 5Y 6/4 1 

2 I()色粘It士（7.SY R 6/8) 8. Iこぶし、代悦色紗'I'(I:Ill/YR G/4) 

一 3 貨n色粘1証 (IOYR7/8) 9. !リーフ剥色 1:12.5Y4/6) 

奥 4.オリーフ黄色.:I:(5 Y 6/4) 10. 11/1貨即色砂礫 I:12. sy 6/fil 

壁 5. IIn貨即色土（2．5Y1/6) ］I Il;}オリープ砂礫 1:17.5Y4/3) 

6 11/J貨川色ヽj・'l'[J:(IOYR7/6) 12 11)1貨糾色砂礫 I:(2. 5Y 6/8) 
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室墓壊掘削面ーである第9• 10層が

ほぼ全面に広がっていて、封土であ

る第4• 5層は石室周辺部とその東

南地域で1部検出しただけであった。

また、古墳に伴う溝もなく、墳丘の

墳形および正確な規模を知ることは

できなかった。

古墳は東から西へのびるゆるやか

な傾斜面を利用して築かれていた。

古墳築造前にはすでに、地山（第12

層）上面に3層の堆積層（第9~11

層）があった。第10• 11層は無遺物

層で、石塊・礫を多量に含み、自然の

堆積と考えられる。第9層は23• 24 

号墳の築造面で、墓壌の掘削面をな

しており、須恵器の小片、サヌカイト

片などを含み、人為的な層と思われ

る。古墳封土は、

第4層 オリープ黄色土(5Y6/4)

小礫、粗・中粒砂を含む。

第5層明黄褐色土 (2.5Y7/6)

灰オリープ色土(7.5Y5/2)混る。

だけが残存していて、石室東南部の

第4層上面で埋め立てられた小型の

甕を検出した。

石室墓壊は第9• 10層上面および

トレンチで確認した。検出面での幅

2.5m前後、長さ7.5m以上、深さ東

側80cm以上、西側60cm以上を測る。

石室の奥壁・側壁の2~3段分が墓

壌内となり、裏込めの土はほぼ1段

ごとに層をなしているが、ほとんど

礫、粗・中粒砂混りの土（第6~8

層）で構成されていた。

b.石室

主体部は、主軸が N-35°-E方向

ニ----/- ---------
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第7図 石室．H．而図（ 1/40) 
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の無袖の横穴式石室である。石室の遺存状態はあまりよくなく、天井石、側壁・奥壁の上段部

はほとんど欠損していた。右側壁の中央部は攪乱により大きく崩されており、入口部には天井

石の1つが落ち込んでいた。しかし、基底部は良好な状態で残存していた。

石室の規模は奥壁の幅1.05m、中央部の幅1.3m、入口部の幅0.95mで、全長6.8mを測り、

左側壁が中央部でややふくらみをもって広がっている。奥壁は4段が残っており、 1段目は左

右にほぼ同規模の石を置き、 2段目はその谷間に合った底面V字形の幅約70cmの石を据え、そ

の両横に 1石づつ置いて3石より構成している。 3• 4段は2石づつであり、各石のすき間に

は詰石を施している。左側壁は 5~1段が残存していた。 1段目は幅20~60cmの石を、平坦面

を内側にして立てならぺているが、中央部は20~40cmの石と詰石が見られる。 2段目以上も幅

50cm前後の石をかみ合わせるようにして積み上げており、中央部よりやや入口側のところには

20~30cm大の石が多く見られる。右側壁

も5~1段が残存していた。 1段目は幅

60~100cmの石を置き、 2段目以上の石

を積み上げている。左側壁と同様中央部

により小さい石が多く、積み上げ方も乱

雑である。以上、石材の重なり、詰石の

状態などから石室の構築順序を考えると、

奥壁材を置き、側壁は奥壁部・入口部の

両側より据えてゆき、中央付近で調整し

ながら順次積み菫ねていったと思われる。

石室床面は40~l5pn大の自然石を、平

坦面を上にして敷きつめている。奨壁側・

入口側の石に比べて中央部の石は小さい

ものが多い。このことは敷石の敷き方も、

奥壁・入口部の両方から行い、中央部で

調整していることがわかる。床面敷石の

上面は左右側壁の1段目の中・上段部ま

で達っしており、敷石を敷くうえで厚く

土を人れ、上面を平坦に仕上げている。

C. 再利用時の検出状況と遺物

石室の埋土一褐色砂混り土ClOYR4/4) 

ー上層内からは瓦器椀9、黒色土器10な

どの小片が数片出土した。その上層埋土

を取り除くと、奥壁近くにおいて石組を

検出した。石組は敷石上約10cmの埋土の 第9図再利用時の検出状況 (1/20) 

C
[
 

，
 

ー
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第11図 再利用時以降の土湘

上に、 40~15cm大の石を右側壁に沿って短辺0.85m、

長辺1.5mの長方形に組まれていた。入口側の短辺は

後述する第2次埋葬時の石組（棺台）の石列上には

ぼ平行して、大小4石の石を面をそろえて置いてあ

った。右長辺奥側の石はなく、奥壁側左角部には土

師器の中皿8が置かれていた。この石組は棺台とし

て使用されていたと考えられる。

この時期、入口部には 5~30cm大の石および土で

閉塞していた。閉塞石の下には約10cmの埋土ー黄褐

色砂混り土(2.5Y5/6)ーがあり、敷石上面からは人

骨片、鉄器、須恵器（床面出土遺物第w群の一部一

後述ー）が出土した。その埋土の上に奥壁側から階

Im段状に石材を積み上げて土を詰めており、その中かl 
第10図 再利用II寺の閉塞石 (1/40) ら黒色土器の小片を検出した。

土師器中皿(8) やや丸みをもって凹ませた底部より、｛本部は内弯しながら立ち上がり、ロ

縁部は強いヨコナデによって段をなし、外方向に水平ぎみに広がり、端部を丸くおさめている。

底・体部外面はユビオサエ、口縁部内外面はヨコナデ、内面はナデによって調整している。体

部外面の一部にはススが付着しており、内面底部部分は黒ずんでいる。

瓦器椀（ 9) 断面三角形のやや高い高台を有す。体部は内弯しながら外上方に立ち上がり、

口縁部は強いヨコナデにより少し外へ広き、端部をやや尖らせている。焼成があまいうえに磨

滅が著しく調整は不明である。

黒色土器(10) 復元口径12cmの椀である。断面三角形の高台を有し、｛本部は内弯しながら外

上方へやや強く立ち上がり、端部を少し尖らせている。端部内面に沈線を施している。内外面

とも緻密なヘラミガキで仕上げている。磨耗が著しい。

d.床面上の検出状況と遺物

床面上の遺物などは、後世の利用および破壊を受けてはいても、比較的良好な遺存状態であ

ったといえる。床面は全面にわたり石が敷かれてあり、奥壁側右寄りに棺台と考えられる石列

があった。棺台は40~10cm大の石を使用して、奥壁から右側壁に沿って置かれており、入口側

の短辺は 3石を接して一列に並べ、右側壁側の長辺は側壁に接して奥壁面まで4石を不等間隠

に置いていた。左側壁側の長辺は側壁から40~10cm離れ、入口側短辺より 5石を接して並ぺ、
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さらに 2石をやや広げ間隔をあけて置いていた。短辺0.8~0.9m、長さ2.0mを測る。石は平

坦面を上にしているものが多く、床面からの高さはそれぞれ異なるが、上面および上端部はo.

P.84、25m前後でそろえていた。棺台は、右側壁側の石の下より鉄製品(28)を検出したことな

どから、第2埋葬（追葬）時に据えられたものと考えられる。

遺物はそれほど多くないが、床面全域にわたって検出した。出土地点から、棺台部（第 I群）、

棺台隣接部（第1I群）、中央部（第III群）、入口側部（第IV群）の4ケ所に大別することができ

る。第 I群は棺台部で、人骨、鉄製品と炭が出土し、その状況からさらに 2群（甲群・乙群）

に細別することができる。遺物の遺存状態は極めて悪い。甲群（奥壁側）からは成人男性の左

右の大腿骨A•B と、右上腕骨D、成人女性の右大腿骨 C などの人骨と鉄鉄27、刀子28などの

鉄製品が出土した。乙群からは壮年後半 (30代）の頭蓋骨F、下顎骨E、左座骨G、右腔骨H

などの多数の人骨と鉄難28と刀子、かすがいと思われる鉄製品が出土した。甲・乙群の骨はC

を除き 1個体分と考えられるが、頭蓋骨と下顎骨が離れ、これらの下から腔骨が出土している

ことなど、 2次的に移動している。別個体であるCは、再利用時の棺台がほぼ同一場所の上部

にあったことから、その時のものとも考えられる。

第II群は棺台の隣接地域であり、土師器（椀15、杯身11・12• 13)、須恵器（高杯17)、鉄製

品（銑23• 24 • 25、不明鉄器30)と若干の骨を検出した。骨は検出面が床面より高く、遺存状

態も極めて悪く小片化していた。須恵器高杯と鉄製品は床面よりやや上で検出しており、移動

した可能性が大きい。それに対し、土師器類はほぼ床面に接していたこと、石を置いて据えら

れていたことから、原位置を保っていたと考えられる。椀15はこぶし大の石 3個を床面上に置

き、その中に据えられてあり、杯身11・12はこぶし大の石を置き、底を斜め上に向けてそれに

もたせかけていた。杯身13は一部欠損していたが、床面に接して置かれてあり、その中より上

顎の右中切歯Lを検出した。第III群は石室中央部で、鉄製品（鉄20• 22)と骨を検出した。い

づれも床面より少し浮いた状態で出土し、原位置は全く保っていなかった。骨は遺存状態がか

なり悪く、成人男性の左腔骨Iを確認したが、他は不明である。第IV群は最も入口側に位罹し、

ほとんどが再利用時に構築された閉塞石の下に埋れていた。この群からは須恵器（杯蓋14・杯

身16•長頸壺18) 、鉄製品（銀19 • 21、かすがい29など）と骨が出土しており、全く原位置を

保っていなかった。骨は 2次的に移動しているとともに遺存状態が極めて悪く、小片化してい

るものが多い。ただ、 20オ前後（性別不明）の頭蓋骨J.7本の歯Kと別個体の2本の歯を確

認した。また、第III• IV群の左側壁側埋土内から小児 (12~15オ）の歯3本が出土した。

以上、検出状況とのちに詳述する遺物などから見て、床面上での埋葬は 3回は行なわれたと

思われる。第II1•第IV群と第 I 群の刀子などが第 1 埋葬時の遺物で、追葬（第 2 埋葬）時に入

口方向などに移動させられたと考えられる。第 I群と第II群が第2埋葬に伴うもので、第 1埋

葬時のものを移してから、棺台を据えて埋葬したものと思われる。

土器（第13図）

土器は須恵器の杯蓋、杯身、長頸壺、高杯、土師器の椀、杯身3個体の計8点であり、完形
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第13図 石室床而出土土悩

または完形に復元しうるものであった。

須恵器

杯蓋(16) 天井部は扁平であるがそれほど広くなく、ゆるやかに口縁部に達している。口縁

部は少し立たせているが、天井部との間に稜線はほとんどなく、端部を丸くおさめている。天

井部外面の2/3を右まわりのロクロで回転ケズリ、他は回転ナデ調整している。

杯身(14) たちあがりは内傾して短く立ち、端部をやや尖くおさめている。受部はほぼ水平

にのび、先端を丸く仕上げている。底部は丸く、安定性を欠く。底部外面は2/3近くを右まわ

りのロクロで回転ケズリ調整している。底部に 1本のヘラ描き沈線がある。

長頸壺(18) ロ・頸部は体部より極めてゆるやかに外反しながら長くのびあがり、端部を丸

くおさめ、内側に段を有する。体部の肩はゆるやかに広がり、体部最大径は口頸基部より2/5

にあり、底部を丸く仕上げている。口頸部から体部肩は回転ナデ、体部最大径部より底部は右

まわりのロクロで回転ケズリ調整している。口頸部から｛本部肩にかけて、縦方向の1本のヘラ

描き沈線がある。

高杯(17) 杯部は、体・ロ縁部がやや丸みをもった底部より内弯ぎみに高く立ち上がり、ロ

縁端部を丸くおさめている。体部から底部上段にかけて 4本の浅い沈線を施している。脚部は

細く短い。 3方向に細長い長方形透しがある。裾は大きく開き、端部は斜め上方にのびあがり

面をなしている。全面、回転ナデ調整しており、杯部の口縁部から体部にかけて縦方向の1本

のヘラ描き沈線がある。

土師器

杯身Cll~ 13) 口径10.4cm、器高 3.9cmを測るもの2(11・12)と、口径11.5cm前後、器高

3.9cmを測るもの1(13)の3個体がある。いづれも胎土は緻密で、 0.5~1.0mmの長石粒を含

み、 12• 13にはチャート粒が見られる。焼成は良好で、色調は橙色を呈する。 11・12は丸みを

もった底部から内弯ぎみに立ち上がり、口縁端部は少し外反して丸くおさめている。底部外面

にはユビオサ工を残し、口縁部内外面はヨコナデ、内面はナテ調整で丁寧に仕上げている。ロ

縁部外面にはヘラミガキが見られ、内面には正放射状の暗文が施されている。 13は器形が若干

歪んでいる。丸みをもった底部から内弯しながら立ち上がり、口縁端部を丸くおさめている。
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底部外面ユビオサエ、口縁部内外面ヨコナデ、内面ナテ調整している。口縁部外面には粗いヘ

ラミガキが見られる。

椀(15) 口径13.8cm、器高 6.2cmを測る。 0.5~1.0mmの長石粒、チャート粒を若干含む、緻

密な胎土である。焼成は良好で、色調は橙色を呈し、体部外面に黒斑が見られる。体・ロ縁部

は、底面をやや扁平にした底部から内弯ぎみに高く立ち上がり、口縁端部を少し外反させてや

や丸くおさめ、内面に浅い沈線を施している。体・ロ縁部内外面ヨコナデ、底部外面ユビオサ

工ののち 3方向へのヘラケズリ、内面ナデ調整で丁寧に仕上げている。体・ロ縁部外面にはヘ

ラミガキが施されている。

鉄製品（第14図）

鉄製品は鉄銃9、刀＋ 1、かすがい 1、不明鉄製品 1などが出土した。

鉄銃(19~27) 19--26は長頸式であり、 27は短頸式である。 19~22• 26は箆被・茎部のみで

銃身は欠損していた。いづれも断面は隅丸の長方形を呈し、茎尻は長く尖らせており、若干木

質部を残している。23~25は両丸造箆被酪箭式で、雛身は短く、両刃で断面レンズ状を呈し、

ゆるやかに箆被部に続いている。 27は箆被狭鋒両丸造三角形式である。鎚身は箆被より両側へ

水平に広がり、両刃で断面はレンズ状をなす。鋒先部は欠損。箆被は断面長方形を呈し、茎部

はほとんど欠損しているが一部木質が残っている。

刀子(28) 刀身残存部6.8cm、関部幅1.5cmを測る。棟は平棟で、断面は二等辺三角形を呈す

る。茎部は欠損していて不明。

かすがい(29) 両端部とも欠損しているため原形などは不明である。断面は長方形を呈し、
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端部を大きく折り曲げている一約115゚ ー。短辺部内側には横方向の木質が残っている。

不明鉄製品(30) 両端とも欠損。断面は長方形を呈し、一端部はやや薄くなって、ゆるやか

に折れ曲り、端部近くは細くなっている。

この他、第 I 群より鉄鉄・刀子・かすがい、第皿• IV群より鉄銃などの小片が出土している。

註（1) 後藤守一 「上古時代鉄鏃の年代研究」 r日本古代文化研究』 1942年によった。

e.出土人骨

無袖横穴式石室内の古墳時代後期の堆積層から、少なくとも 4体分以上の人骨と歯が出土し

ている。人骨はいずれも保存状態が不良なため、部位が同定できないものが多いが、歯の歯冠

は比較的良く保存されている。

人骨と歯は、 4箇所からまとまって出土している。ここでは、まとまりの各々を便宜的に第

1から第4群と呼んでおく。

第1群の人骨は、 7個の長骨の破片と数個の部位不明の小片からなる。このうち長骨の破片

は、右大腿骨の骨体近位 1/2(A)と、左大腿骨の骨体近位 1/2(B)、右大腿骨の骨体近位

1/4 (C)、右上腕骨骨体中央部 (D)の4片の他、その大きさからおそらく大腿骨、腔骨、上

腕骨のいずれかの骨体の一部と思われる 3個の骨片からなる。 AとBはともに太く、成人男性

のものと推定される。 Cには軽い柱状性が認められるが、全体にきゃしゃで、成人女性のもの

である可能性が大きい。

第2群は、第 1群と接した位置から出土しており、永久歯が釘植した下顎骨 (E)と、頭蓋

骨の破片 (F）、左腔骨骨体中央部 (G)、右腔骨骨体中央部 (H)の他、部位が同定できない

多数の長骨片からなる。これらのうちEには、歯槽が欠けている左右の切歯と右第3大臼歯を

除くすべての下顎歯が釘植した状態で残存し、左第 2大臼歯以外は歯冠が残っている。咬耗に

よる象牙質の露出は、第 1大臼歯では歯冠上面の 2/3にわたってみられるが、第 2大臼歯では

点状で、第 3大臼歯では咬耗はエナメル質内にとどまっている。これらのことから年齢は壮年

の後半 (30代）と推定される。性別は骨の大きさから男性のものと推定される。 Fは、骨の厚

さや出土位置から、 Eと同一個体とみられる。 GとHは太く、やや偏平である。

第3群の人骨は 9個の長骨の破片からなるが、いずれも保存状態が不良で、同定できたのは

左腔骨中央部の1個だけ (I)である。この骨は大きさからみて成人男性のものである可能性

が大きい。

第4群は主に頭蓋骨(])と一連の歯 (K)からなる。頭蓋骨は、脳頭蓋部のうち、頭頂骨

および側頭骨の破片からなるが、左右は判定できない。歯は、上顎の右第 2小臼歯、第 2、第

3大臼歯と左第2小臼歯から第3大臼歯までが残存する。咬耗は、第2小臼歯と第 1小臼歯で

は点状に象牙質が露出するが、それ以外の歯ではエナメル質内にとどまっており、これらのこ

とから年齢は20歳前後と推定される。性別は判定できない。なお、この他に、右上顎大臼歯 2

個と左上顎小臼歯 1個が存在するが、いずれも咬耗がほとんど認められず、明らかにKとは別

個体に属する。

- 15 -



． ． 

C
．
布
大
腿
廿
後
面

G
．左

卜
側
面

第15図伍3-―,'1LI-• 人 i'i•

ヽ これらの人骨闊の他、;-;/~ 2群よりやや人口よりの土器内から、 l顎の右中切湘の粛冠近心部

(L) か検出され、また石室の入口に近い部分の埋：t内からは、おそらく 左上顎大臼歯の一つ

と息われる郎）冠 (M) と、石り')3)く日歯（ N)、左第 1あるいは弟 2大臼歯の歯冠 (0) が検

出されている。いすれの団にも咬耗は殆ど認められず、 Nは末而出で、歯冠のみが形成されて

おり、 12歳から15歳の小児のものと推定される()0か第2大臼的だとすると、比較的近い地点

から出 tしたM、N、0はすべて同個休に由米する可能性がある。

り'il i詳と第 2削とは出十地点か近く、 A、B、E、F、G、Hは人骨の特徴からみても同一

個休の成人男性のものである可能性が大きいか、 Cはこれらとは明らかに別のおそらく女性の

個休に属する，， 泊3群の Iは泊 l群のGと「iil一部位てあるから両者は互いに異なるおそらく男

性の個休に1函する 9) ；治4群のJとKは出土状態からみて同一個体のものと考えられ、また、

とも同一仙体てある可能性かある。したかって、被葬者には少なくとも、壮年後半の男性、こ

れとは別の成人男竹、成人女性、小児の計4個体か含まれることになり、成人の 1休は20歳前

後てある。このうち、最も多くの骨を残していると芳えられるのは、第 1群と第 2群にまたか

る壮年後半の男性て、叫をも室の人口の方に向けて埋葬されていたものと考えられる。ただし、

I,：行のII附骨 (GとH)は、もしこの個休に由来するとすれは、匝位慨から動いていることにな

。入々
（多賀谷昭｀）
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f.墳丘出土の甕

前述したように、墳丘の一部が

かろうじて残存していたのは石室

の東南地域のみであった。その残

存部分から、底部を穿孔した須恵

器の小型の甕を検出した。甕は石

室の主軸から東南2mの所から出

土し、検出面での径33cmのピット

内に据えられてあった。｛本部上段

から口縁部にかけては壊れて、ほ

とんどが中に落ち込んでいた。

試掘調査のとき、石室の北東約

1.5mの第3層内から多量の大甕片

が出土していた。原位置を保って

いなかったが、石室北東部の墳丘

上には大甕が据えられていた可能

性が大きい。これらの甕はともに、

墓上祭祀に伴うものと考えられる。

須恵器甕(31) ゆるやかに外反

する短い口頸部を有す。端部は外

方へ屈曲させ、断面方形に肥厚し、 第16図 墳丘出土の甕実測図 (1/6)

その下部に一条の浅い沈線をめぐらしてい

る。体部外面は平行叩き、内面は同心円叩

きを施している。内面の叩きは腹部をすり

消している。底部には最大径8cmの不定円

形の孔が、焼成後に穿たれていた。

4.第24号墳

a.遺構

23号墳の東5mに位置する所から敷石遺

構を検出した。敷石は第 9層上面で検出し、

長辺1.3m、短辺0.65mのやや不整形の長方

形土壊内に、 20~8 cm大の石を敷きならベ

ていた。敷石周辺部はほとんど削平されて

いたため、周囲の状態ははっきりしないが、

南東部隅部でわずかに石のぬき跡を検出し 第17図甕実測図

- 17 -
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たことから、敷石のまわりには石が立てならべていた可能性があり、小石室を形成していたと

考えられる。敷石は北・東と南西隅部にやや大きな石があり、中央部と西北部にはこぶし大の

石が見られた。このことから敷石は周囲から置きならべ、中央部で調節したと思われる。

敷石の長軸はN-22°-Eであり、北よりの所に土師器の長胴の甕35がほぼ水平に横たえられ

ていた。甕の口縁部は使用時にすでに打ち欠かれていたと思われ、欠損していた。胴・底部は

半分以上が後世の削平によって削り取られていた。南西隅には須恵器の杯蓋32、杯身33と土師

器の壺34が置かれていた。これらの土器は、埋葬に伴い供献されたと考えられる。土器は削平

などにより、かなりの部分が欠損していた。

敷石上面近くまで、ほとんど削平されていたことから、本古墳に伴う墳丘は全く確認するこ

とができなかった。調査途中時には、 23号墳の裾部の第 2主体部とも考えたか、立地状態や後

述する出土遺物などから見て、 23号墳より先行して築造されていたと思われ、別古墳として24

号墳とした。

b.土器（第19図）

土器は須恵器の杯蓋・身、土師器の壺・甕が出土している。

須恵器杯蓋(32) 天井部と口縁部の境は明僚でなく、丸くなだらかなカープを描いており、

口縁端部を丸くおさめている。天井部外面は回転ヘラケズリ、口縁部内外面はヨコナデによっ

C
 

- 1 

第18図放石遺栴 (1/10) 
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て仕上げている。

須恵器杯身(33) たちあがりは内傾して短く立ち、

端部をやや丸くおさめている。受部はほぽ水平にの

び、先端を丸く仕上げている。底部はやや扁平であ

り、浅く安定性がある。底部外面は2/3を右まわりの

ロクロで回転ヘラケズリ、他はヨコナデ、ナデ調整

しているo0.2~5.0mmの長石粒を多く含む。

土師器壺(34) 胎土、調整、焼成とも粗雑である。

底面を少し凹ませた丸い底部から、内弯して立ち上

がる。中央部で最大径 (11.5cm)をなし、内傾して口縁基部に至る。底部外面は平行叩きのの

ち粗くナデ調整しており、内面もナデ調整を施しているが明僚にユピオサエが残っている。胎

土は0.2~9. 0mmの長石粒をはじめ金雲母、黒雲母などの砂粒を多く含み粗い。焼成はあまく、

色調は赤褐色を呈する。

土師器甕(35) 体部ぱ丸みをもつ底部よりややふくらみをもちながらほぼまっすぐに立ち上

がり、上段を少し内傾させて頸部に至る。口縁部は外上方に立ち上がる。体部外面はほぼ全面

に縦方向のハケ目を施している。内面は右斜上方向にナデ調整しているが、ユビオサエが明僚

に残っている。体部と底部に黒斑が見られる。胎土は0.2~7.0mmの長石をはじめ黒雲母などの

砂粒を含み、やや粗い。焼成は良好で、色調は外面にぶい橙色、内面にぶい褐色を呈する。

6.まとめ

花草山23• 24号墳の調査は、花草山古墳群での本格的な発掘調査としては最初のものである。
Ill 

『河内四條史Jなどに古墳の分布状況、各古墳の概要が記されており、これまで、踏査、調査

はくりかえし行なわれてきたが、古墳群の形成時期、埋葬状況など、その詳細について知る手

掛りはほとんどなかった。以下、今回の調査で明確になったことを記すことにする。

I. 23号墳

a.本墳の築造時期は出土遺物などから 7世紀前半と考えられる。

b.本石室を利用した埋葬は、追葬、再利用を含めて4回はあったことが確認できた。

C, 第1埋葬は、それに伴う遺物で原位置を保っているものは全くなく、人骨を含めほとんど

のものが石室中央部から入口方面に追いやられて散乱した状態で出土した（第皿• W群）。
121 

これらの遺物のうち須恵器はTK 217型式にほぼ相当する。
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d.第2埋葬（追葬）は奥壁部側に棺台を設けて埋葬していた。人骨は逍存状態が悪かったが、

ある程度まとまって出土した。棺台の前には土師器などが置かれており、その型式から 7世
131 

紀第1l四半期ごろと考えられる。土師器杯13の中から 1本の歯（上顎の右中切歯L)が出土し
141 

ており、当時の葬送習俗の一端を知る資料といえよう。

e.小児の歯が3本出土しているが、その埋葬状態については不明である。

f.再利用は、土が床面より約10cm埋った10世紀代に行なわれた。第 2埋葬時の棺台の上にほ

ぼ同規模の棺台を設け、埋葬したのち閉塞したと考えられる。

g.出土人骨は、骨と歯の鑑定から 4体分以上が確認された。

h.墳丘からは、主体部の東南部で底部穿孔の須恵器甕が出土し、北東部にも大甕を据えてい

たと考えられ、袋上祭祀に伴うものと思われる。

i.墳丘ははとんど削平されていて、墳丘の形態・規模は不明である。しかし石室の規模・立

地状態などからみて、 8~9mの円（？）墳と考えられよう。

Il. 24号墳

a.主体部は敷石を施した小石室であったと思われ、 7世紀前半に築造されたと考えられる。

b.敷石上からは、土器棺と思われる土師器の甕、供献と考えられる須恵器の杯身・蓋、土師

器の壺が出土した。須恵器はTK 217型式にほぼ該当する。東大阪市では皿池遺跡で小石室
(5) 

に伴う土器棺一羽釜と甕の合ローを検出しており、墓尾古墳群・鬼虎川・神並・出雲井遺跡
161 

からも甕・羽釜を使用した土器棺が出土している。

c.墳丘はほとんど削平されていて不明。

以上、 23• 24号墳の概要を記した。両古墳とも 7世紀の前半に築造されたと考えられる。し

かし、出土した須恵器 (TK217型式相当）の形態は23号墳の方が若干新しい様相を呈してお

り、立地状態などから見ても24号墳の方が先に築造されたと思われる。

花草山古墳群は、前述の15• 16号墳や今回の23• 24号墳を含めても 9基の石室が知られてい

るだけである。 15• 16号墳などは出土遺物・石室の形態から、 6世紀の中・後半に築造された

と考えられ、本古墳群は 6世紀中・後半から 7世紀前半にかけて形成され、 7世紀中・後半ま

で使用（再利用除く）されていたものと思われる。

註
111 荻 1-1111{｛次•藤井直正編 「考古森料」 『河内四條史 第二冊 史料編I』 1977年
121 田辺II{{ •一．．． 『須忠僻大1応 1981年

131 「小懇 1 •j紹推定地の関究」（奈良文化財研究所 『飛鳥•藤原宮発掘調査報告 I 』 1976年）のC類にほ
ぼ相当する。

141 吉村博恵 「杯内出土の歯一古代葬送習俗の一端ー」 『東大阪市文化財協会ニュース』 Vol.1, No.3 

15) 芋本隆裕

161 Iー．野禾lj明
・ド村睛文

下村晴文

中西克宏

1987年

『瓜生‘巫：」妍遺跡・皿池遺跡発掘澗査報告J 1979年

「宅地造成工市に伴う墓尾古墳群隣接地の試掘澗査」 『調査会ニュース』 No.11• 12 1979年
「鬼／，尼川逍跡出土の羽釜新貨料」 『東大阪市文化財協会ニュース」 Vol.1. No. I 1986年
曽我恭チ 『神並遺跡I』 1986年
「枚岡神社境内出土の羽釜」 『東大阪市文化財協会ニュース』 Vol.2, No.4 1987年
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第 3章 出雲井遺跡第 4次調査

1.遺跡の概要

生駒山の西斜面に位置する東大阪市出雲井町・出雲井本町・五条町には、横穴式石室を有す

る円墳14基よりなる古墳時代後期の群集墳が存在する。これらは地名を冠して出雲井古墳群と

呼称されている。

出雲井古墳群における調査は、昭和58年度に実施した第4• 5号墳を中心とする試掘調査に
11) 

はじまる。本格的な発掘調査は、昭和60年に枚岡神社内に所在する第 7号墳を対象としてはじ

めて実施された。その結果、半壊状態の横穴式石室の玄室床面より鉄刀・鉄鉄・金環・須恵器・
12) 

土師器などが組み合わせ式石棺の破片と共に出土した。同年の10月から翌年3月にかけて、五

条町9番地を中心とするマンション建設予定地約3589-nlを対象として第3次調査が実施され、

地表に石室が露出している既知の古墳のほかに、棚田の下に半壊状態で埋れた古墳 3基があら

たに検出された，これらの古墳からは前記と同様の副葬品が出土し、また古墳内とは別の地点

より 6世紀代の製塩土器、中世の火葬土壊墓、中世末～近世初めの井戸・柱穴などが検出され
13) 

た。その結果、付近一帯は出雲井遺跡として周知されることとなった。

註

11) 「出雲井古墳群の調査」 r，馬場遺跡・鬼塚遺跡・出雲：井古墳群発掘調査概要J 東大阪市
教育委員会 1984年

12) 「出雲井 7号墳発掘調査」 『東大阪市埋蔵文化財閥査概要 1985年度』 束大阪市教育委員会 1986年

13) 「出雲井古墳群現地説明会資料」 （財）東大阪市文化財協会 1986年3月15日

L 

第20図 古瑣の分布と調杏地1,1,i, (1 /5000) 
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第22図調査地位腱図 (1/300) 

2.調査の結果

東大阪市五条町53番地において、昭和62年7月28日から 8月4日まで第4次調査を実施した。

住宅建設予定地約 l3077lを対象として開始し、盛土および第 1層耕土を機械によって掘削した

後、第2層床土以下を人力によって掘削した。

調査地の東半部は発掘を開始して間もなく耕土直下に地山と考えられる礫層（第4層赤褐色

粘土・シルト混り砂礫層）があらわれた。この礫層の上面は削平されていたが、これは棚田を

形成する際に調査地東部を削平し、削り取った土で調査地西部を嵩上げしたことによる。調査

地西部では、第4層は急速に高度を減じ、調査地西壁部分と調査地東部平坦部分との比高差は

約lmを測る。この傾斜面は自然地形を示すものである。自然地形は東から西へ下降すると共

に、北から南へもゆるやかに下降している。調査地東半部の第4層の上には、棚田を形成した

際の客土層とみられる第 3磨灰黄褐色細礫混り粘土質シルト層が傾斜面を覆って平坦にしてい

る。

遺構は何ら検出されなかったが、遺物は第3層より 6世紀代の須恵器・土師器の破片と瓦器

土師器・青磁などの中世土器あるいは瓦器椀消滅以後の近世初頭に下る土師器小皿などがいず

れも 2次的な堆積の状態で出土した。

古墳時代の遺物としては、土師器高杯1・土師器柑2、須恵器杯3・須恵器高杯脚部などが

認められる。 1は大きく外上方に開く杯口縁部をもつ。灰白色 (2.5 Y8/2)を呈し、クサリ礫

を多く含む胎土から非河内産と見られる。脚部を欠くが、杯底部に擬口縁を認める特徴から、
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第23図出土遺物

この高杯の製作は先に半乾燥の状態となった脚部上縁に杯部粘土を積み上げて成形したことが

知られる。 2は器体下部に重心をもつ丸底の胴部から「く」の字に外反する口縁部が付く柑。

胴部は内外とも凹凸を残す粗雑な仕上げである。赤褐色 (5YR4/6)を呈し、角閃石粒を多量

に含む特徴は河内産を示している。 3は回転ナデ仕上げ、底部ヘラ切りの杯身。灰白色 (N7) 

を呈する。これらの他に羽釜6は赤褐色 (5YR4/4)を呈し、角閃石を多量に含む胎土から奈

良時代のものと思われる。鍔の下面に煤が付着している。

4 • 5 • 7 • 8は中世末あるいは近世初めと考えられるもの。 4は内面に放射状のクシ目を

施す摺鉢、赤灰色 (2.5YR4/l)を呈する。 5は瓦質の羽釜。内傾する口縁部の外面には凹線、

内面には目の細かいョコハケ Cll本／cm)が行なわれている。灰色 (N6) を呈する。 7•8 は

土師器の小皿で共に底部の中央が凹む特徴をもつことから、瓦器椀が消滅した後の型式と考え

られる。他に明代のものと思われる青磁椀の破片が1点みられる。

3.まとめ

1．本調査地は中世末～近世初めの集落跡とみられる出雲井遺跡内に位置するが、調査の結果

遺構は検出されなかった。

2調査地の自然地形はもともと東から西にかなりの割合で下降する傾斜面であったが、これ

を近世初めに棚田状に整地したことが明らかとなった。

3．遺物には、古墳時代の須恵器・土師器・中世末の瓦器・土師器・陶器・青磁、近世初めの

土師器などが出土した。このうち古墳時代に属するものは隣接する出雲井古墳群に伴うも

のが流れ込んだと考えられ、中世末～近世初めに属するものは周辺の出雲井遺跡よりの流

れ込みと考えられる。

4．棚田の形成時期が今から約 300年前の近世初めに遡ることから、付近一帯には上部を削平

された古墳が棚田の下に埋れている可能性はある。
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昭和62年度市域調査（予定）一覧表

No 遺跡名
届出者

届出の工事
※（依頼者）

謂査場所 顧査別 調査者 調査結果・所見

1 北鳥池 ゼネラル石油棘
鉄骨造2階建

若草町9-16 発掘調査 市教委 遺構、遺物、検出せず
タンク埋設工事

2 ', 
束大阪市水道

消火栓設置工事
下六万寺町

立合い調査 ク 掘削の深さには遺構・遺物なし
企業管理者 3丁目1239先

3 若江 山 土 茂
沸利所）鉄骨造 若江本町4丁目

発掘調査 ', 
G L-37cmで中世包含層遺構を検

3陪位ペタ甚礎 72-8、9、10 出
棗

土木建築工車 吉田島之内4 （遺跡外） 由井正剛 試掘調査 '， 

（病院建設） 12-1 

5 正典寺山 田村太一 木造2階建住宅
束石切町3丁目
1069-13 

発掘調査 ', 堀削の深さには遺構・遺物なし

6 ', 牧野孝治 ，, ', ，' ク ', 

余
那波幸子 六万寺町1T目7 岩滝山
外 3 名 788ー1

試掘調査 ', G L-20cmで中世包含層遺構検出

8 水走 大砂古 繁 木造2階建住宅 川中町895-3 立合い調査 ，， 

， 
'， 消證寺代表役員

建築工庫
今米218 発掘悶査 ', 堀削の深さには遺構・遺物なし

（寺院達替）

10 ', 
東大阪市水道 上水道

水走202-224-1 立合い調査 ，， 令

企業管理者 配水管布設

11 岩滝山 河村圭治 木造2陪建住宅
六万寺町IT目
896-4、894-3 

', ', 遺構・遺物検出せず

12 弥刀 門之園工務店株）
(SW造3惜遵） 近江堂IT目

', ', 

分籟住宅新築工那 534-22 

13 衣柑 花岡克之 RC造3階建ピル
衣柑5T目

発掘調査
98-3、-6 

，， 遺構・遺物検出せず

14 J:小阪 小林貞雄 木造2階建住宅 若江西新町 立合い調査 ', 堀削の深さには遺構・遺物なし
4丁目12-1

像
土木・且簗工事共同 日下町5丁目15 （遺跡外） 中川正雄
住宅3府一餅4僭遠 1268-1の一部

試掘調査 ', ', 

16 瓜生堂 市長北川謙次
RC造地上3階 若江西新町

発掘調査 ク

・地下2階建 1丁目 7

17 糾手 双袋住宅味
鉄什造3階逹

末広町806-2 ', ，， G L-95cmで古墳時代包含層検出
共同住宅

18 額田山 店＊ 1中治 木造2偕達住宅 山手町2128 立合い調査 ', 掘削の深さには遺構、遺物なし
古泊群 -5、-6 

19 みかん山
古墳群
上田桂子 ． 山手町23!}-l、-2 II ', 遺構、遺物検出せず

20 神並 三陽建設昧
軽黛欽骨造

東山町1194 ” 
', 

1惜達倉庫

21 鬼塚 澤田工業所麻 s造l階逹倉原 籍殿町633-6 ，' ，，， 掘削の深さには遺構、遺物なし

22 鬼虎Ill 中西俊彦
軽凪鉄骨造 弥生町

・ヽ ', 

2陪達住宅 1344-1、2226-1
燿~

日新日産 西岩田町4丁目23 西岩田 建築I1i 試掘調査 ', 遺構、遺物検出せず
モーター株 151-4 

24 神並 高 地 博 木造2陛達住宅
上石切町1丁目

立合い調査 ，， ，' 

古墳群 1223-13 

25 水走 田中克己 鉄骨造貸工場
水走328-1、-3(226

', ', 掘削の深さには遺構、遺物なし
街区9-1、92符号）

26 皿池 ミヤマ（松
木造2階建ワン
ルームマンション

喜里川町93-6 発掘調査 ', ク

27 鬼塚
東大阪市水道

配水管布設工事 籍殿町458-459 ', ', ，' 

企 業管理者
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No. 遺跡名
届出者

届出の工事 顛査場所 顛査別 謂査者 謂査結果・所見
※（依頼者）

28 新家 コマダ淋
鉄骨造2階娃 新家東52-4、-9 発掘調査 市教委 掘削の深さには遺構・週物なし
事務所

29 水走 巽 日 吉
4陪建ピル 水走283ー1

II II 迪梢・遺物検出せず
罪務所 (351-12) 

30 芝ヶ丘 笠井 弘美
軽量鉄骨造 B下町2丁目

立合い調査 ＂ 浩介 2階建住宅 1484-7 

31 菱江寺跡 岡部政春 II 菱江109-1 11 II 掘削の深さには遺構・遺物なし

32 
若宮

井 上 譲 木造2階辻住宅 東山町977-5 ', 

＂ G L-75cmで中世包含／竹検出
古坦群

※ 

33 加納 藤井産業侑 建築工耶 川中454 試堀閾査 II 掘削の深さには遺構・遺物なし

34 神並 河村興治
木造2階辻 東石切町lTll 立合い調査 99 遺構・遺物検出せず
長駐住宅 903-1、_4

35 
出雲井
遠山文雄 木造3階述住宅 五条町8-2 II 

＂ 
', 

古墳群

36 鬼塚 中川冨士男
木遥2陪辻

箱殿町458-19 令

＂ 住宅増築

37 神並 岸本廣次 木造2階建住宅
西石切町1TE

', II 

41-2 

38 芝ヶ丘 馬場健郎 鉄骨造ガレージ
中石切町4「月

II /I 
2501-5 

39 五合田 上野昇 木造2階娃住宅 末広町820-3 II II 掘削の深さには辿構・逍物なし

40 芝ヶ丘 楠見孝雄
軽景鉄骨造

北石切町18.50-8 II II II 

2階建住宅

41 II 井 上雅博
鉄鋼系大型スキン

II II II ” パネル造2欝柱住宅
※ 

建築工専 吉田8丁目l-7 42 （遺跡外） 創価学会 試堀澗査 ＂ 逍構・遺物検出せず
（礼拝所） 1-8 

43 芝ヶ丘 野田邦雄 木造2階建住宅
北石切町 発掘聞査

＂ 
II 

2243-21 

44 西ノ辻 寺西定治郎
郎コンクリート造

西石切町3-151 ＂ 
II 
G L-94cmで弥生時代中期包含焙

3臀せ店Iii付共目住宅 遺構検出

45 法通寺跡 石 田 弘 木造2階建住宅
東石切町1丁目 立合い澗査

＂ 掘削の深さには逍構・追物なし
715-5 

46 水走 仲 田卯 一
鉄骨造4階建基
礎建設（班務所）

吉田船場50-2 ，， II 

＂ 
※ 花草山 G L-20cmで中世の包含層遠構検
47 
古坑群

日昭興産昧 土木・建築工事 上四条町1笠5 試堀調究 II 

出

48 瓜生堂 難波節三 2階建住宅
下小阪5丁目

立合い調査 // 掘削の深さには遺構・遺物なし
34-8 

49 西ノ辻 末谷久雄 木盗2階建住宅
-8 

東山町1582-17 “ ＂ 

50 鬼虎川 糸 岡 閥
RC造5階建 西石切町7丁目

発掘調査 II 遺1肖・迪物検出せず
住宅 192-9 

51 
若宮
筒井隆子 木造2階建住宅 東山町977-5 立合い調査 " G L・-75cmで中世包含／汁検出古坑群

※ 
西石切町

52 植附 西川隆夫 遠築工事
3T目99

試掘調査 II GL-6(lemで鎌介時代包含附検出

53 久宝寺 和田征彪
鉄什造 大蓮南2丁目

立合い調査 ＂ 掘削の深さには遺構・遺物なし
3階娃9t宅 453-9 

54 西堤 永和住宅陳 4階建分譲住宅 藤戸新田町53-1 II 

＂ 遺情・遺物検出せず
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No. 遺跡名
届出者

※（依頼者）
届出のエ亭 顧査場所 謂査別 顧査者 謂査結果・所見

55 船山 城戸産業閥 分譲住宅建築
六万寺町3丁目

立合い調査 市教委
G L-57cmで弥生時代後期包含層

1037-1 検出

56 芝ヶ丘 II 木造2階建住宅
北石切町

＂ 
II 掘削の深さには遺構、遺物なし

2198-31 

57 友井東 ク ド ー 麻
鉄骨造6階辻

金物町6-7 発掘調査 II 遺構・遺物検出せず
介庫・社宅

58 五合田 森田清夫 木造2階建住宅 末広町81,-9 立合い調査 II 

※ 長田中lT目
59 （遺跡外） 村尾商業閥 土木・建築工耶 試掘調査 II 遺構・遺物検出せず

47、48、49、50、51,

60 皿池 サカグチ商事（有
鉄骨造3階佳 河内町44 46-1 発掘調査 II 掘削の深さには遺構・遺物なし
共同住宅 47-1 

61 孤塚 宮松高久 木造2階建住宅
出雲井本町

立合い調査 ＂ ” 186-3、187-3

62 ', 烏居輝雄
鉄骨造平家佳

喜里川町124-2 発掘調査 ” G L-37cmで鎌倉時代包含層検出住宅

63 鬼塚 西口新次
鉄ft造2楷B 箱殿町275-4 ＂ 

II 掘削の深さには遺構・遺物なし
貸店餅付住宅

64 芝ヶ丘 西小路雄幸
鉄筋コンクリー 中石切町2T目

II II 遺構・遺物検出せず
ト造2階廷住宅 2019、2020-1

65 ', 丹生好人 木造2階建住宅 北石切町2262-7 立合い調査 II 99 

66 稲葉 友和興産昧 分様住宅
木造2階建

吉田春~153-29 II II 堀削の深さには遺構・遺物なし

67 辻チ谷 阪 本 滑 木造2階娃住宅 東石切町302 II II ク

68 鬼塚 合同鉄線僻 鉄骨造2陛建工場
南荘町124-1.

発掘調査 II 
G L-50cmで古墳時代中期の包含

124-4、125-1 層検出

69 
豊浦谷
森川純孝 木造2階逹住宅 東豊浦町1176-8 立合い調査 II 堀削の深さには遺構・遺物なし

古墳群
※ 土木・建築
70 水 走 大東運輸麻 吉田船湯36 試掘調査 II ，' 

（土地売買）

71 久宝寺 高橋工務店
3階建伐骨造ー福木 大蓮東4T目

発掘調査 II 

造専用住宅 178-15 

72 
五里山
打越照夫

木造2階建 上六万寺町1800 ，， 
＂ 
遺構・遺物検出せず

古墳群 （建売住宅） 他21葎

73 善根寺山 東洋生興恨 木造2陪建（主宅
善根寺訂6T且876-

立合い調査 ＂ 掘削の深さには遺構・遺物なし
17、876-16の一部

※ 関西花力牒 地中霜線格管 酎iIIJ3T恥紅俯辺
74 西岩田

大阪南支店 埋設 燻中央棗雌歩暉
試掘調査 II 古坑時代の包含層検出

75 北屋敷 杉本嘉男
鉄骨造1階建住宅 横小路町3丁目

発掘調査 II 遺構・遺物検出せず
（ガレージ） J-29 

76 芝ヶ丘 秋田工務店縣 木造211¥'建i主宅 北石切町1919 立合い調査 II 
-3、-4 

77 
山畑

杉 浦 亘
古坑群

木造2陪建仕宅 客坊町963-4 II “ 掘削の深さには遺構・遺物なし

78 
足立氏
三宅立志 木造3楷建住宅

普根寺町6丁目
II II II 

館 跡 58-3 

79 水走 川中正彦
RC造6階建
（共同住宅）

Ill中訂3151111叩筋2街
区喜号：l，9、10,11符号）

II II 遺構遺物検出せず

80 西ノ辻 稲垣多喜穂
木造一部S磁

弥生町1408ー7 発掘調査 II 
G L-37cmで弥生時代中期の包含

車庫付住宅 層検出

※ 衣摺IT目
81 （遺跡外） 出口安次郎 建築工事 試掘調査 11 遺構・遺物検出せず

1018-2、3
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No. 遺跡名
届出者

※（依頼者）
届出の工事 謂査場所 調査別 謂査者 謂査結果・所見

水走
鉄筋コンクリート 聞1伯嶋ぽII質1む檎叫ltil甜l

82 杉山光正
造4階建共同住宅

い昌B1fiRI一 嶋 発掘調査 市教委 遺構・遺物検出せず
＂本．05TO3I（劇!I

83 
出裳井 有田永次郎

木造2階建住宅
喜里川町

立合い調査 II 

古瑣群 田中義一 31-2、31-3

84 西ノ辻 中川守之助 II 東山町1444 // " 掘削の深さには遺構・迪物なし

85 弥刀 山田正 一 倉廊建築(2階建） 源氏ヶ丘127-3 II // 

86 II 三 山雅史
RC造5陛建

近江堂lT目272 発掘調査 II G L-80cmで中枇の包含IM検出
共同住宅

87 コモ田 日興建設麻
木造一部RC造 六万寺町2T目

" II 

3階建長屈住宅 409-4、-5 

※ 吉原町153(140
BB （遺跡外） 増田組閥 不動産売買

街区、 5符号） 試掘関査 II 遺構・逍物検出せず

※ 
今米15-1 89 II 末 吉利一 建築工車 II II II 
22-1 

90 
辻子谷 ) 1 1 踏 旭 木造2階建住宅 上石切町 立合い調査

" 掘削の深さには遺構・遺物なし古坑群 IT目1398

91 鬼虎川 吉川義夫
鉄骨造 宝町17情 l、1707-1、

発掘調査 II II 

1階建住宅 1708-1の1棉

92 久宝寺 和田正 一 s造3階建住宅 大迷南2T月 慎重に実施417~57 

93 半堂 日興建設僻 分譲住宅建築
六万寺

発掘調究 市教委 掘削の深さには遺1料・遺物なし
IT目3.59-・I 

94 上小阪 藤井チヅエ
鉄骨2階往 東上小阪625-1(/)

＂ II 

共同住宅 1部、626-1(/)1冊

95 西ノ辻 竹中愛和
鉄骨4階仕 西石切町

＂ 
II 
G L-21&:mで中世の包含層遺構

共同住宅 3T月170 検出

96 苦根寺山 日高正己 木造2階建住宅
せ根寺町

立合い調査 ＂ 
G L-60cmで円筒舶輪を含む古項

6T目876-16 時代後期包含層検出

97 西ノ辻 太田茂 木造2階廷住宅 南荘町1598-1 II II 

98 半堂： 貿島 進
隆 一

木迅l陪廷住宅 横小路町I-64 ＂ 
II 掘削の深さには遺楕i．遺物なし

99 額田寺 向井義雄
木造2階辻

東山町707-I ＂ 
II 遺構・逍物検l11せず

店舗付住宅

100 久宝寺 小 JII 浩 木造2階建住宅
大蓮南
2T且“6-41 ＂ ＂ 

101 II II 
＂ 

大蓮南
2T月346-12

II II 

l02 純手 馬所正勝
鉄骨造3階佳 末広町以沿

発掘調査 II 掘削の深さには遺柄・遺物なし
庫庫付住宅 -12の1郎

103 稲莱 市長北川謙次 公共下水道工班 稲菜2T目地内 ＂ ＂ 
II 

104 岩田 II II 
岩田町

＂ ＂ 遺構・逍物検出せず
6T月地内

105 瓜生堂 II 

“ 
若江西新町

II 9/ 
G L-175cmで古墳時代の包含層

IT目～2T目 検出

106 芝ヶ丘 小松延行
軽量鉄骨造 中石切町2308、

立合い調査 II 掘削の深さには遺柑・辿物なし
2階述住宅 2307の1部

107 河内寺 宮島里枝 木造2陛達住宅 河内町678-4 II II 
＂ 

108 若江 白山義春
鉄骨迭 若江本町

発掘調究 II G L・-20cmで中枇の包含IMを検出
3欝廷住宅 4T月941-3 
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No. 遺跡名
届出者

※（依頼者）
届出の工事 ,Ill査場所 ＇員査別 顛査者 謂査結果・所見

109 水走 谷垣金屈廂 鉄骨造3陪倉庫
水走329

立合い調査 市教委 掘削の深さには遺構・遺物なし
226街区2

・'. 伺厨栄町2丁目
110 （遺跡外） バラツィーナ株 上木・建築工車 65-1、66-9の1部

試掘調査 II 遺構・遺物検出せず

浄土寺谷
山洋興産昧

鉄骨造3陪廷地下 六万寺町!TEl
発掘調査

＂ 
掘削の深さには遺構・遺物なし111 古瑣群 1階建共同住宅 320-1 

芝ヶ丘 祁橋紀義 木造2陪辻住宅
北石切町2262

立合い調査 II 遺構・遺物検出せず112 -5、-31

瓢箪山
森田盛樹 店植付共同住宅 “箪山町99-9 発掘調査 II II 113 古墳 99-19 

-り＇‘ボ）J 市長北川諌次 市立弥刀小学校 友井1丁目1し37 ＂ 
II 掘削の深さには遺構・遺物なし114 便所水洗エ班

芝、r行：
＂ 

石切中学校 中石切町
II II 

G L-3lcmで古墳時代中期末～後
1)5 プール佳設 4T目10-3 期の包含層、遺構検出

f':・滝1」I 太田建設麻 木造2陪1J!住宅 六万寺町 II II G L-25cmで中世の包含府検出116 I-「月888

西堤 大日保温工業條
駐車揚アス77 西堤学園町

立合い濶査 II 117 ルトエ祁 2丁月 7-3

118 友井：東 西り；（正人 鉄1t3陪佳打庫 金物町8-7 ＂ ＂ 掘削の深さには遺構・遺物なし

浄土寺谷
料井孝雄 木造2階辻住宅

六万寺町
II II 119 古tlt群 1丁月319-2

芝、r□: 川端徹治 鉄骨造 中石切町4T目
発掘調査 II 

G L-55cmで古墳時代後期包含層
120 2陛建住宅 2-176-1 検出

鬼虎川
大阪府被01附1地 SRC造7巌述 西石切町7T月

II II 遺構・遺物検出せず121 協同組合 庫務所・打雁 196-9 

水走 加藤藤雄
鉄骨造 水走405の一郎(214

立合い濶査 II 122 1階建工楊 Iii区10符号一餅）

123 ” 加藤貞子 ’’ ＂ ＂ 
II 

鬼虎川 丸祁衣料咋
RC造4階建 西石切町

発掘調査 II 遺構・遺物検出せず124 炉む 7T且192-11.. 淵発工崩 ,'iPIQ之内44-lA5-1A6-W)
125 水走 大東賓男

（共同住宅6階）
；曇Il"紐•41射員旭I 拭掘調査 II 

＂ 92-1hl93It1)の-属4ni}

126 怖根寺 災述ホーム
木造1部RC造 菩根寺町］丁目

発掘調査 II II 

3階建1J宅 608、610-2、-3

127 水走 東平ピル（荀 せ築工庫 水走226689--1 1 
＂ 

II II 

128 芝坊:J-111 中1IJ: t月1占味 分籟住宅建築
東石切町6TE

II JI 
＂ 1709-1の一部

129 サ：田
東大阪市水道

上水道工那 岩田町6T目622 ＂ ＂ 企業 ，it-)事者

130 怜仕I 右田一 Jlll
2欝せ住を（伎員系大 岩田町6丁目

立合い課査 II 
翌，スキン／＜ネIし椙法） 684-I 

131 （遺跡外） 子iIf,(廂業（株） 建築工lt 長栄町75-1~-4 試掘調査 II 掘削の深さには遺構・遺物なし

132 芝ヶ在 1]、北和志 木造2附建住宅 北石切町1980-30 立合い濶査 II 

133 若 iエ 市長北川謙次
東大阪市立若江小学

若江南2-9-54 発掘調査 ＂ 
G L-66cmで中世の包含層遺構 ・

校プール且農I噸 検出

13~ 北l；し池 関西屯力（株 地中電線路行埋設
新池島町

// 

＂ 遺構→遺物検出せず
IT目～21月

135 意岐部
大阪 ・t村報通

土木建築工事
御厨東

試掘調査 II 

＂ 伯機器閥 2T目671-6
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No 遺跡名
届出者

届出の工事 詞査場所 謂査別 謂査者 翡査結果・所見
※（依頼者

136 意岐部
大阪梢報通 鉄骨造4階建 御厨東

発掘剃査 市数委 遺構・遺物検出せず
信機料（株 庫務所ピル 2丁目671-6

137 
吝坊山

日昭典牲昧
土木建築工事

客坊町1065 ', ，' 
G L-20cmで鎌倉時代の包含層

古墳群 （分譲住宅） 遺構を検出

※ 達築工専(3楷
138 （遺跡外） タッャ眈

建班務所ピル）
御厨718-3 拭掘調査 ク

139 芝ヶ丘 中 澄 董
木造3陛述仕宅

北石切町］94~3 立合い潤査 ＊ 
（一部RC)

140 鬼塚 浅田てる 木造平屋連住宅 新町369-6 ', ，， 掘削の深さには逍構・遺物なし

峯

今米6643 -1 141 （遺跡外） 南野幸治 達築I庫 試掘聞査 ，， 遵構・逍物検出せず

142 稲葉 係 彰 木造2陪建住宅
吉田春日町

立合い調査 ＆ 

153-9 
峯 Ill中271-1、272-
143 水走 眈サンルー 1• 狭i>J. 不動性の売買

1,272-4、1270-1
試掘批J査 ク 遠構・遺物検出せず

144 
若也・
井之上浩 新築工廓 東山町977-5 立合い澗査 ク G L-70cmで•II世包含料検,'I',

古墳群

145 ，， 石 川歓和 ， ', ク • ', 

146 心
社会福祉法人 2楷建(BI) 康山町1155 発掘閾査 ', 逍構迎物検出せず
玄 消 会 RC造保育面 1158 

147 水走 宮前1良信
鉄骨造 中祈即57-6、257-7、251-

立合い関査 ', 

2楷達倉庫 2,（182f1j区9、JO、II問）

148 和泉 成 和 昧
鉄骨造3楷述 中石切町5T目

発掘脚査 ', 堀削の深さには逍構． il'.i物なし
倉庫、専務所 2441-4 

149 
出雲井
今村達郎 鉄骨2陪建住宅 五条町53 ク ', 本報告に収載

古墳群

150 
花卒山
昧双策住宅

l府鉄骨2・ 3 l:四条町
', '， 逍構・遺物検出せす

古墳群 木造車瓶付住宅 1202-37 

151 ', ケ ，， 
’’ ', ', 

棗 建築工li 若江本町
152 （遺跡外） 喜多康夫

ぼ．i料．［車場） ]「目493-1
,I式掘調査 ', ', 

153 佐堂 村松満大 S近3陪建仕宅
金岡町
3 Ifl]92-2 

立合い批］森 ', 

154 玉串 宇野考士 木造2階建住宅
玉串元町
2「目］84-9

', ', 堀削の深さには追構・遺物なし

155 鬼塚 中西由尚 建築工庫 r 615 9-3 立花旧 7-4 発掘聞査 ', G L-39cmで中枇包合削検，L1,1

崇

156 神並 上野三男 '， 東山町lll6-2 試札li』,¥]査 ', 逍構・追物検',|'，せす

157 水走 龍野賢一郎 鉄骨造5階建 川中 294-1 発掘閣査 ', ', 

共同it宅

158 若江 高橋幸寿 木造2陪述住宅
若江本町

立合い澗査
4丁目952-4

', 堀削の深さには連構・迎物なし

159 鬼塚 北口晴康 ヽ 新町371-21 ，' 令 ', 

160 西ノ辻
摂津毛糸 鉄骨造2階達 弥生町1415-1 発掘糾査 や '， 

工 業 昧 工島・倉庫述築 1422 

161 鬼塚 中川正男
S造2階建 籍殷町495、

', '， G L-7lcmで古坑時代包含彬検',|’,
店鋪付住宅 496-1、496-2

162 稲葉 松 本 博
鉄f濯平屋 稲菓
店舗付住宅 2「目23-6

ヽ ', 
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No 遺跡名
届出者

届出の工事 穎査場所 調査別 胴査者 調査結果・所見
※（依頼者）

l li3 水 4: 辰 しコ; 豊
鉄骨造

吉田船場50--6 立合い，測査 市教委 堀削0)深さには遠構・遺物なし
3附建住宅

11>1 瓜生祁： 総．禾II建設 (I朱
欽廿造 3~，団建 柑il西新町2-11

’‘ “ 
', 

共同住宅 -I、7-8、7-9

l (i5 杵 i.1: 馬所正 II券
1 階鉄•1']2 、 3閉 若江ifi

発掘関査 ', ク

木造単叶i付住宅 2 T目60-9

・ ; 1111発許可(2倍也 r 22 12G-8 1 66 （）酎跡外） 飯・)|：克典
共同1宅8戸分） Ul手屑 126-9 

拭Jlii批l査 '， 逍構逍物検出せす

](j7 柏附 加藤隆 ii」木造l術姓店舗 西石切町 fl't重に実施
l丁目8・1-1

lli8 馬ハ，i｝ l | L'i 9 In999 . 睦 木造2柄述9し宅 様小柑町 発掘批l介 市教委
G L-130cmで弥生時代後期の包

3 ]Tl453...'..2 含層検出

11,9 縄手
大阪府八尾

歩道設骰Ili
南四条町748-1

', ', 
G L-123cmで古墳時代の包含層

-•l ：木 Tji務所 （縄手小縄手中） 検出

170 芝ヶ丘 沌本吉男 木造2術述tt宅
El下町2丁目

tr．合い，淵査 今

1425-14、1425-15

171 北、(,}池 山中仙太郎
LSG 辺 2~ri建

末広町889-1 ', ', 堀削の深さには逍構・逍物なし
共届liI宅

172 
神，li; nt Ill'.1:11 彦 木造2松建[I.、も 」：石切町 . ’‘ 遵構・遺物検出せず
古）l'tltr 1-1224-3 
.,. 

建築工事(5陪 中石切町ll甘
173 （追跡外） 辻叶l り9 -f• 試掘澗査 ', G L-20cmで中世の包含附検出

建共同住宅） 449-1、449-4

•I· G L-47cmで古墳時代の包含層検
1 74 ↓し．化 Ill中千代造 土地•i'( ＇ii’ 横小糊T661 • ', 

出

17:i fll1 ;Ji; 森 Ill 茂
鉄•r1·s 造 東石切町

発掘調査． ’’ 逍構・遺物検出せず
7骰建住宅 1丁目835-1

176 ’’ 松山住屯1梢業（松
釦’l泣 康石りJ町1]ti

', ', 
G L-30cmで奈良～平安時代の

3楷建i1：宅 809-4、809-5 包合K{．遺構検廿'，

l 77 ’‘ 松 111 品 -―--• ,, 東石切町
” 

,, ', 

1丁目809-3
.,. 

共栢lfI充 玉出町西2丁H178 （遺跡外） 11りIMIW兵衛
述筋エ1i 1401-1 fl!! 

試枷潤査 ', 連梢・遺物検，［f',せず

179 ／ 1.合Ill ．，，；［木孝リ｝ 木造2伶述住宅 末広町820-2 発掘澗査 '' 
GL-5cmで古墳時代の包含層検
出

l~O 久：i；..．̀,J; 111 1[1 111 ;,(. {- 鉄骨造3Pr社建 大述所I-「H
：1＇r．合い，服l査 ‘’ 共届lil宅 357-34、35

1~1 ft池 11 大東，忠、 ifi 鉄竹迫 1：六万寺
発掘調査 ． 逍構・逍物検出せず

2怜建11：宅 1530-1(!)一部

1 82 柏附 谷 11 政 IIJJ s造2楷他 西石り］町
立合い調査 ,, G L-30cmで古墳時代の包含層検

ii'iliJMI宅r1r 3T目357 出

lぶ3
客坊111

城 I’1)行業 Itお 土木・建亮エ麻
初熊jJIJ/5、JIJ/6、IIJ/7

発掘調査 ゜ 聞査実施中
i1 [Ht Itrs j⑮?J(11:,.j‘-2 

;, 
建第工’ltl N4 （迎跡外） 岩 lll弥太郎
共同住宅

新喜多328-l 試掘閥査 や

1 85 弥刀 西 Ill 艶 J'•
鉄竹造4楷建

源氏ヶ丘53 発掘調査 ，' 逍構・逍物検出せず
共同［I：宅

1 8(i 芝坊 1:111 中井工務 1,1/（株I
鉄骨3怜建 康石切町6丁目

立合い調査 '， ', 

車附付分，！悧j・宅 1709-1の哨l

l~i 鬼1，尼川 111木松太郎
鉄什3閉姓

宝町1891-22 ', ． 堀削の深さには遺構・連物なし
店舗付耶務所

l没8 池，1;,¥ ッシシ 3 -（株 s筵2院述釦瓶
王：1；町成2丁目

発掘澗査 ,， ', 

32-4、32-5

1 89 上小阪 和 Ill 久司
鉄fi造

東」：小IQ-i.620-5 ． ． ', 

3酢建住宅
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No 遺跡名
届出者

届出の工事 調査場所 調査別 調査者 調査結果・所見
※（依頼者）

190 頷田寺 市長北川謙次
S6碑度公共下水道第

東山町～立花町 発掘調査 市教委 堀削の深さには遺構・遺物なし
33丑管キョ墨近I専

191 芝坊主山 松 岡 勝 s造2階達住宅 東石切町6丁目1711-13 ', ', 遺構・遺物検出せず

192 山畑 西尼俊行
鉄•竹造 3 階建

上四条町1628-1 ＆ ,, 
共同住宅

193 馬場川 松田忠義 木造2階建住宅 横小柑町4丁目 立合い調査 ，， 
1144-2 

194 岩田 平井満明 s造2階建住宅 岩田町4丁目
529-14、-15

発掘調査 ，' 

195 芝ヶ丘 楠見孝雄
軽fil鉄骨造

北石切町1850-8 ク ', 遺構・遺物検出せず
個人住宅

196 小若江 阪神典｝．t妹 ガレージ付木造2陪 小若江3丁目 ’’ ', 堀削の深さには遺構・遺物なし
建建売仕宅(5戸分） 161-6、-7、-8 

197 水走 ペニス産業眈
鉄fI造2楷建店 中新闇310-3、312-2、313,

', ，， 遺構・遺物検出せず
舗（パチンコ店） 314-3(1碑区3符号）

198 正法寺山 宅 勝
s造2楷建住宅 日下町1009

e '， 堀削の深さには遺構・遺物なし
（地下ガレージ付） -7、-11、-12

199 
花草山
西尾工務店

木造一部RC造
上匝条町1213-3 ', ', 遺構・遺物検出せず

古墳群 2楷建住宅

200 芝ヶ丘 塩飽宏明 木造2陪建住宅
北石切9T

', ', G L-34cmで鎌倉時代の包含層｀
1790-49 遺構検出

201 瓜生堂 川 中啓二
鉄骨造3陪建 下小阪5T目

立合い1J月査 ', 堀削の深さには遺構・遵物なし
店舗付共伺住宅 78-3、78-4

202 芝ヶ丘 昧城戸廂業 木造2階建住宅
北石り）町

’’ ', ', 

2198-31 

203 ', 笹尾高造
木造十RC造（地 北石切町

発掘訛l査 ', G L-130cmで古墳時代包含層検出
Fl)3階建住宅 2198-49 

204 若江
束大阪市

公共下水道工車
若江本町 ，， '， 堀削の深さには遺構・遺物なし

下水道管理者 4丁目地内

205 千手寺山 見 浪 博
RC造3楷姥 東石切町

', ', ’’ 調査実施中
共伺住宅 3丁目 2-10

加納 西岡忠義 s造2階建I埠
~I 納 IOJ,i-1,1011,1213 

206 1m 各書饒!f1• 部 18b ', ', 

Ili[‘.6-I nかか陥I

207 正典寺山 池戸進作
木造3階建 東石切町

立合い乱i]査 ', 堀削の深さには遺構・遺物なし
（一部RC)1主宅 3丁目1069-15

208 
山畑
樽井敬太郎

鉄廿造2階述
古墳群 共同住宅

9瓜証山町1-1 ，' '， ', 

209 
みかん山
向山良治

軽飛鉄骨造
成豊補町］081-4 ', ん

古墳群 2階建住宅

210 西堤 Ill 浦 勲 木造2階建住宅 御厨酉／町35 1i'！政に実施

211 久宝寺 森岡登喜男 ,， 大運南2丁且
立合い調査 市教委352-16、352-58

212 衣柑 平田昌吾 住宅建築I11 衣摺3丁目 ク ・’ 堀削の深さには遺構・遺物なし
108-2, 108-12 

213 コモ田 岡 本 辺In上 木追2偕建住宅
下六万寺町

', ', 
G L-37cmで古墳時代の包含層検

1丁目429-1 出

214 菱江寺
松浦圭志
野村直子

,, 菱il104-l ，' ', 

215 鬼塚 黙川吉庸 ', 豊iii町642-2、5 ん ，， 

演 建笑I庫 新池島町
216 （遺跡外） 福本条造

(4階建共同住宅） 3T目1509-4
試掘聞査 ． 逍構・遺物検出せず
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No 遺跡名
届出者

届出の工事 調 査場所 顆査別 調査者 鯛査結果・所見
※（依頼者）

217 芝坊主11」（は中井工務店
3陪建分譲住宅 東石切町6T目

発掘調査 市教委 遺構・遺物検出せず
（ガレージ付） 1-711-16 

218 鬼1，尼川 堀且1治夫 2階建 宝町1891-23 立合い乱月査 ', 

工場付住宅
•t 

219 水 L・ Itお秋田丁→務 rli J:’ 地売＇貸 水足316-5 試掘闘森 ', G L-2.3mまで遺構遺物検出せず

22(1 段 I・ 條 1原袖ij 雄 木造2偕建仕宅
下六万寺町1131

立合い調査 ． 堀削の深さには遺構・遺物なし
-2、1132-16

汗 鉄•tl-ii'i4怜述
西石切町70-' 

鎌れ時代包含料、遺構、古墳時代
221 jlljノ辻 竹中栄 fl¥

共同fl宅 3丁目］ 1 
試掘訳1査 ク

弥生時代の河川検出

2 2 2 fl,. ：：：t 林 宙 秀
鉄•fi·造 3 楷述 金位14TH 

発掘閥査 ', 堀削の深さには遺構・遺物なし
共伺住宅 192-28 

223 Ill畑 寺 II仙義彦 木造2陪建仕宅 客坊町1145-l 立合い澗査 ', G L-30cmで中世の包含層を検出
古泊群

224 ,:':i11°HI 森紙 II反売淋‘ 釦＇｝造 2酔建 硲井Il:!本町
発掘調査 ', 堀削の深さには遺構・遺物なし

取務所 6-79-]、-2

225 瓜生徹 '巣 1/1 、'ど、信
鉄1＇)沿2陪建 中小阪5丁目

ク ，， ，， 
共同仕宅 257-7 

226 
足_,'r．氏

発光土地建物囲
3陪建住宅(J階 菩根寺町

禎直に実施
節跡 RC 造2•3階W造） 6T且58-14

227 稲梃 iii長北川，湘次 公共下水道工庫 稲葉2T目地内 発掘聞査 市教委 堀削の深さには遺構・遺物なし

228 弥］」 木 II-1次郎 木造2依建（l：宅
近江党

立合い調査
2「目529-2 ’’ ', 

229 
111 灯II 城／ ;,1i(:哀（松 木造2散建 俎箪山町50-8 発掘聞査 ', 

I', • t (t群 分譲住宅

2 3(） 4ヽオ',：i.I: 森建設（松 鉄什造3階建 小柑江
', '， 

G L-66cmで室町時代の包含層遺
共同（l：宅(JIt身） 3T目312-5 構を検出

2:11 が!池|11 友禾II典 ，1t（株
木茄2陪1l：宅 六万寺町］ T目

’‘ ', 遺構・遺物検出せず
（分，I附l：宅） 301-4,-1 

232 1/Liノ辻 木ノ本晃
木造 l楷述Il『)柑 東山町2-31(

立合い聞査 '， 堀削の深さには遺構・遺物なし
及びガレージ 1581-］、1585-2)

2:;3 r,: ii. ィ―l 111 i {i 
共屈l1|ttI紐 j,） {，ii」|ii1 l f] 7+ 1、11

発掘調査 ク 若江城の濠検出
りート 7口，喝3松建 .，1 /1J一部、74-3/1J-•的

2:,.1 lr．煎寺1!1 松本皆 ti.
木造3料述I. 康石切町3丁目

立合い澗査 ． 
部RC造）tt屯 1069-18 

2:15 鬼塚 坂本 r＇文 i，；
1楷RC2、3陪

翌祉i町634-1 ，， ，， 
木造車床付（l：宅

236 ． ;nJ 村肘↓ ＿こ ’’ ’’ 

2:i, 神；li•• rIii↓北川謙次 公共卜水道．I取 西石切町 発掘調査 ', 閻査実施中
11目18-45

238 市尻 lが＊フシエ
RC造7楷建 ,S卸l279 ． '， 古墳時代中期後半から後期の包含
共同住宅 280-1、280-2 層・遺構検出

239 岩ii糾l
.::.友 木造一部RC辺地下 六万寺町］丁目 '， ゎ•

ハウシング（株 1偕、地上2偕建住宅 806-31 

2,10 ', ,， 六万寺町］丁目 ', 令

806-32 

2 4 1 ', 山本、iぅ夫 ． 六万寺町1丁目 ’‘ 
,， 

806-33 

212 ,， ', '' 
六万寺町］丁目

令 '， 

806-34 

213 五合Ill 大 ,,1,地 Plt（松
鉄•t}造 3 陪建

末広町931-2 ', ，' 
G L-80cmで弥生時代中期の包含

共同（I：宅 層・遺構を検出
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No 遺跡名
届出者

届出の工事 調査場所 訓査別 調査者 調査結果・所見
※（依頼者）

244 上小阪 野口淳一•
鉄骨造

東上小阪620-5 発掘覇査 市教委 堀削の深さには遺構・遺物なし
3偕建住宅

245 五合EEi 田中啓貞
鉄骨造

末広町931-3 ', ', 
GL-90cmで弥生時代中期の包含

2階建住宅 層検出

246 北島池 市長北川様次 長門川改作工事 下六万寺町 ', . 堀削の深さには遺構・遺物なし
3丁目1213

247 衣捐 底山周二郎
鉄件造2階廷

衣柑5T目88-4 ，' 

’’ 
，' 

工場・自宅

248 瓜生堂 栗山忠信 s造3楷建住宅 下小阪 ケ ', 
G L-ll&mで奈良～平安時代の

4丁目308-1 包含層検出

249 鬼塚
東大阪市水道

公共水道工庫
箱殷町458番地 ，， ', 

GL一祁cmで弥生時代の包含層を
企業笞理者 ~538番地 検出

中垣内 高岡消吉
鉄骨構造 資恨寺•r功か•1, G L-288cmで古墳時代中期の包

250 2印—3`2おー1 の一部、 ，， ク

2階建住宅 287-4、Iの一郎 含層検出

251 芝坊主山 中井工務店昧
木造2陪建 東石切町6丁目

，' ', 遺構・遺物検出せず
車庫付住宅 1711-16 

252 鬼塚 中西由尚 木造2階建住宅
立花町157-4、

立合い調査6!)-3(J)一部
', 堀削の深さには遺構・遺物なし

253 西堤 西村 ttニ 鉄竹造2惜建 西堤本通東
発掘調査 ', ク

靡務所作繋場 3--22-］、3--21-1

254 栢附 西川隆夫
鉄什造3楷建 西石切町

立合い澗査 ', 
G L-66cmで鎌倉時代の包含層を

共同住宅 3丁目99 検出

255 弥刀 束大阪市水道 公共1:水道工事
友井1丁目

発掘調査 ', 遺構・遺物検出せず
企業管理者 64-49 

256 ’‘ 
', ', 

友井1丁目49~
', 

近江堂］丁目267
', '， 

257 芝坊主山 中井工務店昧
木造（地下B1) 東石切町6丁目

', ク ', 

2楷建住宅 1711-11、-15

258 神並 河内谷久吉 s造2階建住宅 上石切町1「E ', '， 

古墳群 1186-3 
豪 衣摺3T且259 衣 ill 高根道倍 建築工麻 104-5 

試掘調査 ', 堀削の深さには遺構・遺物なし

演 みかん山 建笑工事260 
古墳群
平田高正

（住宅新築）
豊浦町1142-10 ク ', 遺構・遺物検出せず

261 皿池 松本正道 木造2楷建住宅 喜里川町324-24 発掘調査 ', 
G L-75cmで古墳時代の包含層検
出

262 若江 小山作二
鉄骨造 若江雨

'， ', 

3階建住宅 2丁目73-3

263 
花草山
西尾邦勝 木造2階建住宅 上阻条町1218 ', ', 堀削の深さには遺構・遺物なし

古墳群

264 若 i_[ 春 木 悟
鉄骨造 若江本町

’‘ 
ク
G L-40cmで室町時代の包含層検

3階建住宅 4丁目540-19 出

265 芝坊主山 中井工務店（松
木磁2楷建 東石切町6T目

♦ ', 遺構・遺物検出せず
車庫付住宅 1709の一部

266 神並 白岩賢治 繹 2陪建住宅 上石切町l丁目 ', ', 

古墳群 1209-13,1209-90 

267 西岩田 関西咤力昧
地中電線 西岩日3丁目ー餅官11/1逍 ，， ', 関査実施中
格符埋設 大阪中央覆状贔歩逍部）

268 菱江寺 野村利彦 木造2階建住宅 菱江104 ', '， 堀削の深さに遺構・遺物なし

269 水走 伊田義則
鉄骨造2階建 水走229-2奮地の一部

立合い調査 ', 

倉庫・慕務所 13刻Jii<:5布；斤船

270 小若江 山本碓 ー9
鉄骨造 小若江

発掘期査 ', 

3楷建住宅 3丁目117-27
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No 遺跡名
届出者

※（依頼者）
届出の工事 調査場所 調査別 鵡査者 調査結果・所見

271 
tl'，'） [: 11 : 

ダイニチ興脆（株
l附RCZ、3楷

喜里川町33-3 立合い調査 市教委 遺構・遺物検出せず
古瑣群 木造車庫付位宅

272 “ 
', ,， ', ', ', ', 

273 ', 山本温＋ 木造2酔娃住宅 ,'[',?t井本町95-4 ', ', ', 

274 瓜生党 家森康之 s造1陪建店舗 瓜生堂 発掘訓査 '， 

I I・目982-5

275 
」：小阪 束大阪市水道 公共」：水追 若江．西新町4T 

', ', 堀削の深さには遺構・逍物なし
オ'1：i:［北 企業 •jf 理者 杞水符I爪 目4、同4丁目21

276 が，: i.l. 岡本宰 tlし'
鉄1'｝造 新」．．北町 、

', ’’ G L-2Scmで中世の包含陪検出
2陪建住宅 3丁目881-2

277 府滝111 昧 II興建設
木造2陪述（l：宅 六万寺町1丁目 ', ', 逍構・遺物検出せず
(-：MIRC造） 797-3 

278 衣 i11 位ifl↓道伯
S造3階述住宅 衣111

’’ ，' 堀削の深さには遺構・逍物なし(1階ガレージ） 3丁目104-5

279 西岩IJI
l.1 9斤 [I i崖 s造2怜建店rlli 匝岩ff)41下I 1t'り重に実施
モーター（採 151-4 

280 瓜生沌： ,,.,,~,\『．禾fl 木造2附述住宅
若江西新町

立合い調査 市教委 堀削の深さには逍構・遺物なし3 ]`目3-24

281 久宝寺 ＼＇r.岡 I)t笈誅＇ l梢鉄l'l-2・ 3 大述東5丁目 発掘調査 ♦ ‘’ 怜木造（主宅 230-6 
＼・

＂｝｝紐店紬 9寸共282 （遺跡外） 西 I¥l if• -f• 
riilfl：宅建築Hl

昭和町l-3 試掘聞査 ', 逍構・遠物検出せず

283 額Ill寺跡
束大阪市水道 配水管

東山町709-702 発掘閻査 ', ', 

企業~~:理者 仮移設I!）［

2~4 弥刀 辻本文碓 木造2閉建1J：宅 友井 l丁1m-6 ウ ． 堀削の深さには遺構・遺物なし
285 水 4: 咽 II 吉 木迅2陪桂（主宅 水走1143-1 立合い調査 ', 

286 
みかん111
塩崎正 Ml,

宅地造成I庫(ii
山手町604 試掘調査 ', 遺構・遺物検出せず

礼，9｝(ttt 筋コンクリート筵）

287 鬼塚 日昭典産 (Ii)
s辺4恰建

箱殿町269-8 発掘閾査 “ 堀削の深さには遺構・遺物なし共届It¥：咤；

288 1Jlj 堤 ,:':i !,fr.建亮 (I太・
鉄1’}造2楷建 klll 

’‘ ，' ', 

4l務所・(t1ii 1308-10爵地

289 水，E 吉村 J.. J¥ 兼 RC辺7伶辻 吉田船沿63-1、-3 ＊ ,， 遺構・逍物検出せず
マンン ョン

290 Ir.合Ill （株` 林 T g 1,1; 木造2梢述住宅 末広町926 ', ', 

¥9 3閉建 池之培270 G L-160cmまでには遺構・遺物
291 （追跡外） 定 1|• .yi (t f• 試掘調査 ', 

マンシ ョン 271 検出せず

292 ，芝IlI廿iJ-[I. 宇佐使博 木造2怜建住宅 東石切町 発掘批］査 ’’ 
6丁目197

293 佐党 I.ii I I 11,'I',リ｝ 木造2俯述住宅
金岡3「EI

立合い泄l蛮 “ 堀削の深さには遺構・遺物なし236-3-1 

2(）4 す'，' il. ，1，） 戌 i~i 釦'l’造 若iI南
発柑調査 ’’ G L-117cmで中世包含層検出

3閉述il代； 2 l •月48-10
., 

2梢建！汀IIり 水，t561I仮検地295 （追跡外） 北 Ill安太郎
新巫工琳 118街悦2符号1

試掘聞査 '， 堀削の深さには逍構・逍物なし

296 
9瓜箪111
安多建 → 鉄骨造3附建 甚砿山町91-16 発掘調査 ', G L-85cmで円筒航輪を含む包含

,1, Jtt 店舗付共[fil住宅 91-9 層検出

297 竹•投： 近藤 1,: リ｝
釦＇卜造 金岡3丁目

立合い曲）査 ', 堀削の深さには迫構・迪物なし
3術連91：宅 192-25 
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No 遺跡名
届出者

届出の工事 調査場所 調査別 調査者 調査結果・所見
※（依頼者）

298 
花邦山
西尾邦勝

木造2階建
上四条町1213-1 発掘関査 市教委 堀削の深さには遺構・遺物なし

古墳群 1部RC造住宅

299 ', ', ', ，, ク ・ヽ ', 

300 
出咀：井
El 藉 健 鉄竹2階建住宅 出雰井町73-1 ', ', '， 

古墳群

301 久宝寺 眈司ハウス
1陛鉄fl-2、3 大蓮東5丁目

', ', ', 

偕木造住宅 230-1 

302 ’‘ 
', ,， '， '， ', ，' 

303 瓜生堂
束大阪市 公共下水道管 若江西新町

ク ケ ', 

下水道管理者 きょ築造工皐 1丁目

304 芝ヶ丘
味サンライ

木造2陪建住宅
北石切町

', ', 遺構・遺物検出せず
ズホーム 1912(T)一部

305 久宝寺 片倉 男
鉄骨造 大述酎IT目

', ', 堀削の深さには遺構・遺物なし
3階建住宅 376-10 

306 瓜生堂 筒井正暁
鉄什造6階連
共同仕宅

下小阪4丁目 ,， 
298-4 

', 遺構・遺物検出せず

※ G L-158cmで古坑時代の包含層を307 西ノ辻 櫻井義男 土地売買 弥生町1289-2 試掘調査 ', 

検出

308 久宝寺 石井征二郎
鉄骨造 大蓮東4「目

立合い調査 ', 

3階建住宅 178-15、-25

309 稲葉 南 野 寛 木造平民倉庫 吉lfl2丁目137-3 慎重に実施

310 
山畑
宝田久太郎

RC造2階建
上四条町33777 6-4 発掘調査 市教委

G L-35cmで古墳時代後期の包含
古墳群 共同住宅 層検出

311 神並 消水美夫 木造2楷建住宅 東石切町2T目 立合い調査
971-2 

', 堀削の深さには遺構・遺物なし

312 瓜生堂 中谷秀夫
木造 2~建 若江西新町

', ', 

共同住宅 2T目16-7

313 （遺跡外） 中野弥太郎． 建築工庫 花団本町
試掘問査 ク 遺構・遺物検出せず

IT目1034-2

314 
花箪山
小野利忠

鉄骨造2階建 Uり条叩節3、1266、
発掘調査 ', 聞査について協浪中

古墳群 共同仕宅 1265の一部
崇 辻築工専 下小阪IT目
315 （遺跡外） 積水ハウス昧

（共同住宅14階） 539-1 
拭掘闘査 ', 遺構・遺物検出せず

316 水走 西垣琺瑯（株
RC造5陪建

水走278-1他 発掘調査 ', ，' 

共同住宅

317 薬師寺跡 吉田征成 S造3階建 御厨北J町6 61-1 ，' ', 

住宅・工場 1-3 

318 玉串 池田祐昭
木造(I部RC 玉串3丁且

立合い訓査 ，' 

造） 3防建住宅 1137-8 

319 鬼虎川 太陽機械商事昧 建築I耶 西石切町5丁目
発掘調査

187-3、4、5
♦ 堀削の深さには遺構・遺物なし

320 鬼虎川
別所建築 鉄骨1階建 西石切町

'， ，' 

設 計事務所 給油所 7T目191-1

321 若江 市長北川謀次 公共下水道I-lll 若iI北町 ', ', 堀削の深さには遺構・逍物なし
2T目地内

322 稲葉 酒井弘志 s造3偕建住宅 吉田2丁目 ', ク ク

137-20、-21

323 
花卒山

野 田 廣 木造2偕建住宅
上四条町1252、

立合い調査 ’’ ', 

古墳群 1243/lJ一部

324 神並
東大阪市水道 公共下水道管 西石切町］丁目

発掘調査 ', ', 

企業管現者 埋設工爪 18-45 
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No 遺跡名
届出者

届出の工事 調査場所 調査別 調査者 調査結果・所見
※（依頼者）

325 山賀 小林政男
s造2階建 若江西祈町5T且

発掘調査 市教委 堀削の深さには遺構・遺物なし
住宅車庫付 161-9、161-10

326 鬼塚 （有）シオン
s造3階建

新町290-4 ，， ，， G L-lOOcmで古墳時代後期の包
共同住宅 含層検出

327 菱il寺跡 福島霞業は
RC造4階建

菱江443-1 ，， ', 遺構・遺物検出せず
事務所

328 
花草山
双葉住宅昧 木造2偕建住宅

古墳群
上四条町1202-37 立合い調査 ,， 堀削の深さには遺構・遺物なし

329 鬼虎川 朝田博子 木造2階連住宅
宝~J]702-9 、 1703

'， ，' ', 

-4、1703-56番地

330 北鳥池 河 角 消
鉄骨造 末広町

発掘調査 ', '， 

3階建住宅 910-16番地

331 植附 村尾石油販売所 クンク埋設工襄
西石切町

', ', GL-108cmで中世の遺構を検出
l丁目 9-8

332 鳥場川 北岸昭夫
鉄件2階遠 揖lヽ祁町

ク ', 

倉庫付事務所 4丁目207-5

333 水走 高田スエノ
鉄骨造2陛建 水走1265-5, 

', ケ

共同住宅 1278-1 
渾 大阪府住宅 棗大阪節市術諄棄 菱江ー吉田船場334 （遺跡外） 試掘調究 ', S 63、4、中旬試掘調査を実施予定

供給会社 中器サ削直覧理事棄 275街区他5街屁

335 馬場 タカドノ夙産眈
木送2附紐宅 B下町2T目 発掘調査 ケ

（地下ガレージ） 1444-6 

336 
花絃山
小野利忠

鉄骨造2階建 上四条町1268
', ', 調査について協ill中

古墳群 共同住宅 -1-2番地

337 ，' '， ', 
上四粂町
l、267番地

', ク ', 

338 水走 昭和繊維戟
RC造7偕建 中新開 ', 

’’ 遺構・遺物検出せず
倉盾共同住宅 320-1番地

339 
出雲井

ダイニチ興歴味
RC木造 喜里川町

立合い調査 ', ', 

古墳群 3階建住宅 33-3番地

340 
みかん山
北ロー康 木造2階建住宅

東豊補町
発掘調査 ', 堀削の深さには遺構・遺物なし

古墳群 1142-4番地

341 芝坊主山 中井工務店 工作物の築造
東石切町6丁目

', ', 遺構・遺物検出せず
1709-7他

342 五合田 城戸産業（松 木造2階建住宅
御幸町

立合い調査 ク 堀削の深さには遺構・遺物なし
727-51番地

渾 眈リクルートコ 西石切町
343 神並

スモス大阪支社
共同住宅

l丁目395罹地
試掘調査 ', 遺構・遺物検出せず

344 西ノ辻 山田秀夫 木造2陸逹住宅 南荘町1776番地 立合い調査 ，， 堀削の深さには遺構・遺物なし

345 神並 中川忠、士 s造2階建住宅 西石切町1丁目 発掘調査 ', G L-80cmで奈良時代包含層検出
758-12番地

346 鬼塚 米倉雑司
RC造 南荘町796-2、

', ', 
G L-25cmで古瑣時代の包含層を

2階建住宅 485-2、464-8 検出
※ 吉田島之内］0-2
347 （遺跡外） 藤原秀正 土木逹築工庫

11-2、12-2 試掘胴査 ，' 遺構・遺物検出せず

峯 旭町502-1、502-
348 ', 山村政次 ', ク ', ♦ 

2、503-1、503-10

349 北粗敷 山本栄次
鉄協コンクリート 横小柑町

発掘調査 ', 

造7階建共同住宅 4丁目185

350 如、佗Il|
（松サンライ RC造6階建 西石切町

ク ♦ 調査について協墳中
ズホーム 襄務所店舗 5丁且521-1

351 衣柑
関西咀力（採

電気工事 衣摺5T且地先 立合い調査 ', 

大阪南伎）
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No 遺跡名
届出者

※（依頼者）
届出の工事 調査場所 調査別 調査者 調査結果・所見

352 小若江 （学）近畿大学
棟（文芸学部）

小若江3丁目4-1 発掘調査 市教委
G L -93cmで中世包含層、遺構を

述設 検出

353 神並 大田正明
鉄骨造2階達 西石切町1丁目

', '， 掘削の深さには遺構・遺物なし
共同住宅 -789 

濠 月山マス・ 花園西町］丁目
354 （遺跡外）

月山安夫
土木達築工事

312番l
試掘調査 ', 

355 
出雲井
増田正次

（車庫付）鉄骨
出雲井本町435 発掘詞査 ', 

古墳群 造3偕連住宅

356 若江 市長北川謀次 公共下水道工事
瓜生堂2丁目 ，， ', 掘削の深さには遺構・遺物なし
地内

357 ク ', ケ 若江本町4丁目 ', ，， G L -30cmで中世包含層検出

358 岩田 ク
,, 岩田町5丁目

', ', 

6丁目地内

359 若江 前田祥子
RC造3階達 若江北町3T目

ケ ', 

住宅 52-1、52-2

360 岩田
東大阪市水道

公共上水道工事 岩田町6丁目622 立合い胴査 ク 掘削の深さには遺構・遺物なし
企業行理者

361 
額田山

ニッシンハウス侑 木造2階連住宅 山手町2141-1 発掘調査 ', 

古墳群
嶽 山畑 G L -50cmで弥生時代中期包含層
362 
古墳群
尾西幸信 上四粂町2038 試掘調査 ,， 

を検出

363 水走 植 本 覚
RC造3階建

吉田船場5か— 1 発掘調査 ', 掘削の深さには遺構・遺物なし
共同住宅

364 
出雲井
浦上幸夫 木造2階建住宅

東豊浦町867-10、
ク・ ク

古墳群 12、13:15

365 コモ田 市長北川鎌次 公共下水道工事
下六万寺町2丁

'， ク G L -74cmで弥生土器少量出土
目地内

366 鵜立 元田洋文
RC木造3階建

鷹殿町80-35 慎重に実施
住宅

367 西代 岡村國継
軽量鉄骨造 横小路町4T目

発掘調査 市教委 掘削の深さには遺物・遺構なし2階建共同住宅 763-1、764-1

368 水走 デンサン工業眈 倉庫達設 水走2000-2 ', 々 ，， 

濠 長田西4丁目
369 （遺跡外） 東繁太郎 駐車場達築工事 試掘調査 ，， 遺構・遺物検出せず

62 ・ 63 

370 弧塚 東大阪市 公共上水道I耶
水道企業管理者

科居町374-358 立合い調査 ', 掘削の深さには遺構・遺物なし

371 芝ヶ丘 旭永建設卸 木造2階連住宅 北石切町］978-1 ', ', 

372 弥刀 天 國 帷 木造2階連住宅
近江堂2丁目

', ', 

180ー 6

373 水走 民 野 保
鉄骨造3惜達

中新開248-1 発掘調査 ク 掘削の深さには遺構・遺物なし
共同住宅

374 鬼塚 岡 島 晃 鉄骨3階達住宅 新町291-4 ', ', 
G L-149cmで弥生時代中期包含層
検出

375 上六万寺 近畿建設工業所 住宅北観工事
上六万寺町

', ', 

1405-5 

376 
上小阪

市長北川謙次 公共下水道工事
若江西新町4丁

', ', 掘削の深さには遺構・遺物なし
若江北 目地内

377 上小阪 拓 商 昧
鉄骨造2階達 若江西新町4丁

立合い調査 ', 

共同住宅 目6-2、7-2

378 コモ田
東大阪市

公共上水道工事
六万寺町

', ', 

水道企業管理者 2-62、-61
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遺跡名
届出者

届出の工事 調査場所 調査別 調査者 調査結果・所見No 
※（依頼者）

379 若江 植田脩ニ 鉄骨3階建住宅
若江南l丁目

発掘調査 市教委 G L -35cmで中世の包含層検出
572-4 

380 下六万寺 木村順治 建築工事
下六万寺町

', ', 
G L-55cmで古墳時代後期の包含

3丁目］172-2 層検出

381 芝ヶ丘 旭水建設棘 木造2階逹住宅 北石切町1978-1 立合い調査 ク

382 
客坊山

日昭興産牡 土木建築工事
客坊町］064~

発掘調査 ', S.63.5中句より調査予定
古墳群 1071 

383 水走 櫛部弘明 鉄骨造2偕違住宅 吉田船場44-2 慎頚に実施

384 水走 大西木管誅 s造2階建住宅 水走316-5 立合い調査 市教委 掘削の深さには遺構・遺物なし

豪 長谷工都市 森河内東2丁目
385 （遺跡外） 違築工事 試掘調査 ', 遺構・遺物検出せず
開発帷 5 -I、5-2 

386 若江
東大阪市 屋運動場 若江南2丁目

発掘調査 令
G L -80cmで鎌倉時代の包含層を

教育委貝会 増改築工事 9-54 検出

387 辻子谷 後藤昭子
RC造3階建 中石切町2丁目

', ケ
G L -110cmで古墳時代の包含層、

共同住宅 251-1 弥生時代後期包含層遺構を検出

388 
花草山

兼 久 恵
木造RC造

上四条町］213-7 慎重に実施
古墳群 2階達住宅

389 花草山 岡崎未義 木造2階達住宅
上四条町1145

立合い調査 市教委 遺構・遺物検出せず
古墳群 番地

390 若江 石山康一 木造2階達住宅
若江北町3丁目
892番地

', ', 

391 稲葉 市長北川謙次
公共排水管布設

菱iI37番地先他 発掘劃査 ク 掘削の深さには遺構・遺物なし
水格改作工罪

392 稲葉 市長北川謙次
公共道跨築造 吉田春B

', ,， ，' 

徘水管布設 151-154番地先

393 佐堂 中谷興三郎
鉄骨平家貨倉庫 大蓮東4丁目

立合い調査 ', 

5棟 41-1 

394 
瓜生堂・若iI

市長北川謙次 公共下水道工事
若江北町2~

発掘調査 ． 
釦 t・la鼻開寺 3T目

395 池島 駄場元幸恵 餃骨造2倍遵工場
玉叩漬3Tl!ISI-

', ', 

7、1約z,-3、161-3

396 巨限廃寺 福 井 匡 木造2階建住宅
若江北町3丁目

', ', 掘削の深さには遺構・遺物なし
769 

397 北鳥池 山田工務店囲
鉄骨造

若草町1245-1 ', ', 遺構・遺物検出せず
7階建共同住宅

398 西ノ辻 中西章ニ
軽拭 雨荘町1601-5、16

立合い調査 ，' 

満 子 鉄骨造2階憩住宅 01-8、1601-lO
肇 夫婦塚 東石切町］］04399 
古墳
富士住建卸 建築工事

外5雌
試掘調査 ', 鎌倉時代の遺構検出

-一1 400 皿池 前田米造 木造2階建住宅 河内町674-3 発掘調査 ', 

401 
若宮
中場典子 ． 東石切町2T目 立合い胴査 ', 

古墳群 1099-8 

402 干手寺山 吉村逸雄 ，， 東石切町4丁目
', ケ

1638-27 
濠 西石切町4丁目
403 （遺跡外） 寺 西 孝 連築工事 試掘調査 ケ 遺構・遺物検出せず

558-1 

404 岩田 市長北川謙次 火葬場増築
岩田町5丁目

発掘調査 令 掘削の深さには遺構・遺物なし
652 

濠 東石切町5丁目
405 （遺跡外） 倉橋松治郎 建築工事 試掘訓査 ', ', 

312 
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遺跡名
届出者

届出の工事 調査場所 調査別 調査者 調査結果・所見No 
※（依頼者）

406 芝ヶ丘 池 田 栄 木造2階建住宅
北石切町1790--

立合い調査 市教委
44 

煩 若江南町2丁目
407 若江 市長北川謹次 屋内運動場建設 9-54 

試掘調査 ', G L -70cmで中世包含層検出

濱 みかん山 古墳時代後期の横穴式石窒が点在
408 
古墳群
中川熊蔵 建築工裏 東豊浦町1131-1 ', ', 

するのを確認

409 日下 出口昭二
木造2陛辻 日下町6T目

立合い調査 ', 

基罷達築 766-1の1部

410 水走 ベル玩菓卸
6階建車務所
直庫付介匝

水走326-4 発掘調査 ', 遺構・遺物検出せず

411 玉串 板 倉 章
鉄骨2階建 玉串町西3丁目

立合い調査 ，， 
共同住宅 1137-7 

412 芝ヶ丘 旭氷建設株 木造2F建住宅 北石切町1978-1 発掘関査 '， 

413 稲業
大阪府建築部

建設工事
稲葉2丁目

立合い，悶査 ', 掘削の深さには遺構・遺物なし
常繕室長 61番地

414 鬼塚 寺脇工務店 達設工事 而荘町8-30番地 発掘関査 ', ', 

415 瓜生堂 太田工務店
鉄骨3階建車庫 下小阪4T目

，' ク

付住宅 310-8位地

416 久宝寺 鉗ウエムラホーム
鉄骨3惜建 大蓮東5丁目

', ', 掘削の深さには遺跡・遺物なし
長屋住宅 230-23番地

417 
山畑

A 7’ 井 消 専用住宅の違替
上四条町2021-3 ， ', 

古墳群 番地

418 
客坊山

鈴屋工務店け
木浩2階建住宅 客坊町726-12

', ク

古墳群 建築 -14番地
豪 南上小阪541-1.
419 （遺跡外） 柴田正雄 共同住宅

3、542-1.3番地
試掘批l査 ,， 遺構・遺物検出せず

峯 西堤学園町3-1
420 西堤 学校法人村上学園 建築工事

番地
', ', 

421 西岩田 南野タマエ
飲骨1階介厖 西岩田4丁目76、

発掘期査 ク

U設 77-1、77-2

422 稲葉 金 在 渉 鉄骨3階辻住宅
吉田春B153-1

，' 

番地
，， 掘削の深さには遺構・遺物なし

423 
上小阪
近畿大学

下水道施設繁造 若江西新町
', ', 

古墳時代前期の遺物包含吊、遺構
山賀 及び埋設 5丁目］21-1 を検出

424 ．！訂均!II 渡辺貨己夫
鉄骨造2階建 横小格町4丁且

，' ', 

住宅 751-1 

425 鬼塚 倉橋八郎 鉄骨3階建ピル 籍殿町493-1 ', ', 掘削の深さには遺構・遺物なし

426 芝ヶ丘 旭永建設抹 木造2階建住宅 北石切町1978-1 立合い調森 ', 

427 コモ田
大阪ガス卸 ガス支管 下六万寺町2T

慎重に実施
東部導管事業所 仮移設工事 目2-37

428 鬼塚 合同鉄線眈 木造2陪辻住宅 南荘町124-1 発掘調査 市教委

429 和泉 山本九 一
鉄骨造平屋建 中石切町6T目

立合い剃査 ク

工場 2924-1 
峯

430 （遺跡外） 田 中 武 共伺住宅 俊徳3丁目 5-1 試掘調査 ． 
431 芝ヶ丘

株サンライズ
分譲住宅

北石切町1912の
発掘調査 ・言

ホーム 一部

432 ． 卸秋田工務店 木造2陪辻9じ宅 北石切町2243 4• ’’ 
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No 遺跡名
届出者

※（依頼者）
届出の工事 調査場所 調査別 調査者 謂査結果・所見

433 岩田 佃ハウジング山口
鉄骨造3階建 岩田町5丁目

発掘調査 市教委 掘削の深さには遺構・遺物なし
住宅 605-33 

434 岩滝山 囲日興建設 住宅地造成工事
上六万寺町1502

ケ ', 

-3,4, 13 

435 
山畑
卸城戸産業 木造2階建住宅

瓢山町47-8、
立合い調査 ，' 

古墳群 47-2 

436 上小阪 豊島博美 建築工事 上小阪601-8 発掘調査 ，， 

437 意岐部 モーピル石油條
鉄骨2階建ガソ 御厨東2丁目

ク ', 
G L -95cmで古墳時代前期の包含

リンスタンド 714-6 層検出

438 加美 河村武治 鉄骨2階剋住宅
這南5丁目

立合い調査 ', 

898-30 

439 瓜生堂 山野常造 ', 
若江西新町1丁

発掘調査
目22-1

，' 掘削の深さには遺構・遺物なし

440 
若宮
堀川太 一 店饒付住宅

東山町1119-2、
', ', 

古墳群 1118-2, 13 

441 若江
東大阪市水道

配水管布設工事
若江本町925~

立合い調査 ', 

企業管理者 9お

｀ 
貸店舗付駐車場

442 （遺跡外） 田中健治
付共同住宅

稲田922-1 試掘刷査 ，， 遺構・遺物検出せず

443 千手寺山 小寺俊二
RC造2階建 東石切町4T目

発掘調査 ', 

共同住宅倉庫 3-10 

444 水走 J I I 畑 勲 鉄骨2階也倉庫 吉田船場36-1 ', ，， 

445 植附 出口精 一
鉄骨コンクリー 西石切町3丁目

発掘調査 ', 
G L -13cmで古墳時代中期包含層、

ト2階建住宅 320 遺構検出

446 小若iエ 広岡勝喜 鉄骨造3階佳 小若江3T目82
', ', 

住宅 -15 

447 水走 森林 屯太郎
餃骨鉄筋コンクリート 中新開261、257

', ', 

忠雄 造9F麒醗宅 -4、259-1
景 社会福祉法人 出雲井本町336、
448 （遺跡外）
川福会

逹築工事
401-1他

試掘調査 ，, 

峯 西石切町3丁目 G L -126cmで弥生時代中期の包含
449 西ノ辻 西村政 一 ． 

155-1 
', ク

層検出

450 ', 出ロヤスエ
鉄骨造3階建

弥生町1292-1 発掘調査 ク

共同住宅
豪

451 （遺跡外） 木下一雄 共同住宅 稲葉238、239 試掘調査 ', 

濠

452 ', 山本相次郎 建築工事 稲田837-1 ,， ', 遺構・遺物検出せず

453 辻子谷 南川賢司
鉄骨造2陪註 中石切町1丁目

立合い調査 ク

住宅 5-17 

454 船山 菅尾光博
鉄骨造2陪建 六万寺町2丁目

発掘調査 ，, 
工楊 375-1,-3 

455 瓜生堂 安岡長吉 倉庫建設
若江北町IT目 t真菫に実施
45-1,-22,-23 

456 水走 大西木管俄
鉄骨造 水走316-5の

立合い調査 市教委
平家建n築 一部
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